
7月11日㈯、レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センターにおいて「浴
衣の着付け方講座」が開催されました。参加者のみなさんは、いろい
ろな種類の帯の結び方を教えてもらい、最後にそれぞれ自分のお気に
入りの結び方で、イヌナキンのうちわを持って記念撮影をしました。

このマークの画像に
スマホをかざすと、
動画が見られます！
※詳しくは28ページ

をご覧ください。
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平成27年度 施政に関する基本方針

　
施
政
方
針
は
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/koushitsu/seisaku/
m

enu/sisei_hosin/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　我
が
国
の
経
済
は
、
安
倍
内
閣
の
経
済
財
政
政
策

に
よ
り
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
の
隅
々
ま
で
、
国
民
が

景
気
回
復
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
人
口
減
少
は
今
後
加
速
度
的
に
進
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
地
方
ほ
ど
そ
の
進
行
は
深
刻
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
直
面
す
る
人
口
減
少
社
会
を
克
服
す
る

た
め
、東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、若
い
世
代
の
結
婚・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
地
域
の
特
性
に

即
し
た
地
域
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
視
点
の
も
と
、

国
で
は
「
地
方
創
生
」
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
お

り
、
昨
年
12
月
に
は
日
本
の
人
口
の
現
状
と
将
来
の

姿
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
と
好
循

環
の
確
立
に
よ
り
、
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
地

方
創
生
に
取
り
組
む
た
め
、全
自
治
体
に
対
し
て
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
要
請
し
て
お
り
、
本
市

も
そ
の
策
定
を
は
じ
め
、
こ
の
「
地
方
創
生
」
の
流

れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
財
政
状
況
と
し
ま
し
て
、

財
政
健
全
化
団
体
か
ら
脱
却
し
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
多
額
の
公
債
費
負
担
が
継
続
し
、「
実
質
公
債
費

比
率
」
は
今
後
数
年
間
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
や

社
会
保
障
費
の
増
加
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

今
後
も
経
常
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
締
め
た
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
、
３

月
に
策
定
し
ま
し
た
「
中
期
財
政
計
画
」
に
基
づ
き

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
歳
出
面
で
は
限
り
あ
る
財

源
を
最
大
限
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
の
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
、
ま
た
歳
入
面
で

は
市
税
収
入
の
確
保
を
は
じ
め
、
市
有
財
産
の
有
効

活
用
や
創
意
工
夫
に
よ
り
、
新
た
な
財
源
の
創
出
に

引
き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、
債
権
の
適
正
管
理
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
「
中
期
財
政
計
画
」

と
「
地
方
創
生
」
を
両
立
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
、
市
民
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
行
政
施
策
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

賑
わ
い
と
歴
史
あ
る
迎
都 

泉
佐
野

平
成
27
年
度 

施
政
に
関
す
る
基
本
方
針

賑
わ
い
と
歴
史
あ
る
迎
都 

泉
佐
野

～
ひ
と
を
育
み 

ひ
と
に
や
さ
し
く
～

問
合
先　
政
策
推
進
課

　4月実施の市長選挙において、再
選した千代松市長は、6月11日の定
例市議会で、平成27年度の施政に関
する基本方針を表明しました。
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平成27年度 施政に関する基本方針 今年度のおもな取組

【人権】
◦人権に関する市民意識調査を実施し、効果的な人
権啓発の方策を図ります。
◦個人情報の不正取得の防止策として、「本人通知制
度」の周知に努めます。

【男女共同参画】
◦「泉佐野市男女共同参画推進条例（仮称）」の制定
に向けて取り組みます。
◦女性の社会活躍を支援する取組を進めます。

【平和】
◦命の尊さや平和の大切さを訴え、よりよい社会環
境の形成に取り組みます。
◦戦後70年目を迎え、改めて戦争の悲惨さと平和の
大切さの発信に努めます。

【国際化】
◦モンゴル国トゥブ県とマラソン選手や中学生の受
け入れなど、さらなる国際交流を進めます。また、
寄贈されるゲル（遊牧民の移動式住居）を有効に活
用します。
◦オーストラリア・サンシャインコースト市と青少
年海外派遣研修事業をはじめ、マラソン選手の相互
派遣や文化交流事業を実施します。

※すべての取組は、ホームページでご確認ください。

【情報・通信】
◦自治体クラウドへの移行に向けて取組を進めます。
◦わかりやすい情報を「広報いずみさの」やホーム
ページなどを通じて積極的に発信します。また、駅
前での広報活動を実施します。

【参画と協働】
◦町会加入促進の取組として、町会連合会が実施予
定の活動促進袋の配付事業を支援します。
◦タウンミーティングや市政モニター制度により、
市民の意見を市政に反映します。
◦市民通報システムにより、市民と行政との迅速・
正確な情報伝達に努めます。
◦特定非営利活動法人などの市民活動を積極的に推
進します。

市民と協働し、すべてのひとが輝くまちづくり

【消防・防災】
◦南海トラフ巨大地震の被害想定を踏まえた「地域
防災計画」の修正を行い、危機管理体制の充実を図
ります。
◦防災行政無線の整備工事に着手します。
◦「地域の絆づくり登録制度」の啓発に努め、災害
時に支援を要する人たちへの支援体制づくりを進め
ます。
◦自主防災組織の結成率を高めます。また、女性消
防団員の採用など消防団の充実強化、地域の防災力
の向上を図ります。
◦「市民防災の日」の制定や、大防災訓練の準備を
進めます。

【地域安全】
◦LED防犯灯設置の支援や駅周辺に設置した防犯カ
メラの運用により、安全な市民生活の確保に努めま
す。
◦65歳以上の高齢者への自転車ヘルメットの配布な
ど、交通事故の撲滅に向けて、効果的な交通安全教
育を推進します。

【環境衛生・環境保全】
◦東佐野駅前に公衆トイレの設置に向けた検討を進
めます。
◦「ごみのポイ捨て」などの不法投棄に対する早期
対応に努めます。
◦犬の放置フン対策は、スマートフォンなどによる
通報アプリの導入などを検討します。
◦道路や公園にて、花木の設置と維持管理の経費の
一部を助成する「（仮称）花とみどりのボランティア
活動」制度の創設に向け、検討を進めます。
◦家庭用燃料電池コージェネレーションシステム設
置費用に対する補助制度を実施し、温室効果ガスの
排出抑制に努めます。
◦一般財団法人泉佐野電力の安定した運営管理に努
めます。

【廃棄物処理】
◦「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」に基づき、
廃棄物のさらなる削減と資源循環の推進に努めま
す。
◦稼働後30年目の廃棄物中間処理施設は、効率的な
運用と維持管理に努め、40年以上の稼働を図りつつ、
新施設の建設に向けて検討を進めます。

【消費生活】
◦消費者行政推進交付金を活用し、消費生活セン
ター機能の充実および啓発の強化を図ります。
◦未成年者の消費者被害を未然に防ぐため、消費者
教育推進大使に委嘱された「イヌナキン」を活用し
た消費者教育の推進を図ります。

安全で、ひとと地球にやさしいまちづくり

▲女性消防団員

▼イヌナキンが消費者
教育推進大使に委嘱

▼海外のマラソン選手の
受け入れ

▲タウンミーティング
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平成27年度 施政に関する基本方針今年度のおもな取組

【学校教育】
◦「教育振興基本計画」を策定し、それに基づく取
組を進めます。
◦伝統や文化に関する教育や道徳教育の教科化に向
けた研究を進めます。
◦必修となった武道の専門講師の配置などにより、
中学生の体力向上および生徒指導の充実を図ります。
◦学力向上の取組として「算数サポート事業」や「夏
休みの短縮」などの新たな対策を講じます。
◦ICT活用教育推進事業により情報活用能力の向上
について研究します。
◦いじめ問題や不登校問題の解決に向け、関係機関
との連携を密にした総合的な支援体制を確立します。
◦地域と一体となった子どもたちの安全確保に努め、
通学路への防犯カメラの設置を順次進めます。
◦小規模校や大規模校の解消に向け、小中学校の通
学区域の見直しに取り組みます。
◦学校施設の整備は、校舎内の改修、机・椅子の更
新やトイレの洋式化、エレベーターの設置などを年
次的に行い、教育環境の充実を図ります。
◦乳・卵の食物アレルギー
を持つ児童生徒に対し、給
食のごはんなどを食べやす
くする補助食品を提供しま
す。

【生涯学習・スポーツ】
◦図書館、生涯学習センターおよび公民館への指定
管理者制度導入に向けて取り組みます。
◦日本体育大学との連携、スポーツ大使の活用など
により、スポーツへの関心を高め、地域スポーツの振
興、トップアスリートの育成につながるよう取り組み
ます。
◦市民総合体育館の耐震改修を行い、市民が安全に
スポーツに親しめる環境づくりに取り組みます。
◦稲倉青少年野外活動センターは、指定管理者と連
携しながら、外国人観光客を対象にインバウンド事
業など、さらなる利用促進に取り組みます。

【歴史・文化】
◦国史跡「日根荘遺跡」の適切な保存活用と整備に
向けた計画策定を進めます。
◦重要文化的景観に選定された「日根荘大木の農村
景観」を発信するため、「コスモス園」の開園などを
活用した情報提供を進めます。
◦国の重要文化財「奥家住宅」の適切な保存と活
用を図るため、「奥家住宅再生プロジェクト」を
進めます。また、市指定文化財の「旧新川家住
宅」では、高齢者の方々が集える場を創出します。
◦「いずみさの検定」を実施します。
◦総合文化センター施設のセールアンドリースバッ
ク方式の導入について検討を進めます。

歴史・文化を大切にし、ひとを豊かに育むまちづくり

【道路・交通】
◦主要道路橋は、「長寿命化修繕計画」に基づき順次
改修します。
◦都市計画道路泉佐野土丸線は、都市計画変更を行
い、早期事業実施に向けて関係機関と協議します。
◦コミュニティバスは無料化とし、新たに観光ポイ
ントなどを周遊するルートを試行するなど、利便性
を図ります。

【公園・緑地】
◦公園遊具の老朽化に伴う修繕などを行います。
◦防災公園は、樫井酪農団地用地を活用した整備に
向けて、関係機関と協議を進めます。

【上下水道】
◦老朽管を計画的に更新し、震災等の災害に強い水
道施設の構築をめざします。また、配水幹線のバッ
クアップ機能の強化を図ります。
◦「水道水質検査計画」に基づき、安心して飲める
水の供給に努め、「泉佐野のおいしい水」を広めます。
◦債権管理の徹底と滞納整理の強化など収入確保に
努めます。
◦市内の浸水区域の解消を図るため、雨水整備を重
点的に実施します。
◦下水道普及率の向上を図るため、汚水整備を効率
的に進めます。
◦「下水道事業経営健全化計画」に基づき、確実な
健全経営に努めます。

【住宅】
◦市営住宅は、建て替えや集約化などの整備を推進
し、適切な維持管理を行います。
◦住宅家賃は、収納率の向上に努めます。
◦本市への定住・移住などを促進するため、「住宅総
合助成事業」や「空き家登録バンク制度」を実施し
ます。
◦耐震化では、従来の耐震診断、耐震設計、耐震改
修に対する助成に加え、耐震改修と同時施工するリ
フォーム工事や耐震性のない木造住宅の除却工事に
対し助成します。

【市街地整備】
◦熊取駅西地区の良好な市街地の形成を大阪府や熊
取町と連携しながら進めます。
◦民間活力を生かしたまちづくりを促進します。

【景観】
◦景観行政団体として、景観の形成に努めます。
◦「日根荘大木の農村景観」を通じて、地域の活性
化につながる取組を検討します。

心地よく、くつろぎを感じるまちづくり

※すべての取組は、ホームページでご確認ください。

▲日根荘大木の農村景観

▼コミュニティバス
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平成27年度 施政に関する基本方針 今年度のおもな取組

【産業】
◦地場野菜の消費拡大などを図り、「農協祭」「タコ
カーニバル」など地産地消活動の支援に努めます。
◦ため池の防災・減災対策事業により、ため池など
を整備します。
◦「つくり育てる漁業」を推進し、地場水産物の消
費拡大や「泉だこ」のようなブランド価値を高める
普及活動を支援します。
◦「海鮮焼市場」の集客力を高めるため、施設の屋
根の設置を進めます。
◦新たな雇用創出のため、国からの創業支援事業計
画認定による創業希望者に対し必要な支援を図りま
す。

【観光】
◦観光交流プラザ「りんくうまち処」および観光情
報プラザ「関空まち処」を拠点として、訪日外国人
旅行者の満足度向上およびインバウンド観光の推進
に取り組みます。

◦統合型観光リゾート（IR）の誘致に向け、必要な
取組を行います。
◦「イヌナキン」を活用したSNSなどによる本市の
情報発信に努め、地域伝承神話・民話をモチーフに
した泉佐野創生神楽の創作に取り組みます。

【雇用・労働】
◦障害者などの就職困難者等に対し、多様化する
ニーズにあった就労支援を図ります。
◦「地域雇用創造バンク」の設置や就労支援フェア
を実施します。

活力をうみ、賑わいのあるまちづくり

【地域福祉】
◦「第2次泉佐野市地域福祉計画・地域福祉活動計画」
に沿った共助機能を推進するため、地域福祉セーフ
ティネットの構築に努めます。
◦コミュニティソーシャルワーカーの活用などによ
り、地域福祉の充実に取り組みます。

【高齢者福祉】
◦ひとり暮らし高齢者などが、安心して生活できる
よう地域での支え合いを推進します。
◦子どもを安心して産み育てられ、高齢者が安心し
て暮らせる住環境を創るため、三世代同居等支援事
業を実施します。

【児童福祉】
◦「子ども・子育て支援事業計画」、「次世代育成支
援行動計画」の遂行に努めます。
◦こども医療費助成事業の通院分の対象者を小学４
年生年度末までに拡大します。
◦さくら、のぞみ、はるかこども園のより良い教育・
保育に努めます。
◦留守家庭児童会は、運営業務を委託化し、開設時
間の延長や学習支援など内容の充実を進めます。

【障害者福祉】
◦障害者計画である「いずみさの あいあいプラン」
の着実な推進を図ります。
◦障害のある人が自立した生活を送れるよう、地域
生活支援事業など効果的な事業の推進に努めます。

【健康・医療】
◦「泉佐野市健康増進計画」に基づき、「健康寿命
の延伸」などを達成するための施策に取り組み、「健
康都市宣言」することをめざします。
◦妊産婦健診の府内最高水準の公費負担を維持し、
不妊治療支援事業にて検査や治療に要する費用の一
部を助成します。
◦りんくう総合医療センターが、地域住民のための
医療サービスの向上をめざし、公的医療を安定的に
提供できるよう支援します。

【社会保険等】
◦「第6期介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計
画」に基づき、介護保険事業の適正な運営に努めま
す。
◦国民健康保険事業は、医療費の伸びの鈍化や国の
交付金の増などを反映して、保険料の引き下げを行
い、負担軽減を図ります。
◦「健康マイレージ制度」の活用など、特定健康診
査の受診率向上と特定保健指導の利用率向上に向
け、被保険者の健康の保持と増進を図ります。
◦「生活困窮者自立支援制度」の円滑な運営に努め
ます。

やさしさとふれあいのあるまちづくり

※すべての取組は、ホームページでご確認ください。

▼海鮮焼市場

▲健康イベント

▼りんくう総合医療センター

りんくう まち処 ▼
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9月4日㈮  午前11時実施!!

～携帯電話の訓練緊急速報が一斉に鳴ります！～
　東日本大震災の際、地震発生時の判断と行動が生死を大きく分けました。
　災害発生時にきちんと行動するには、正確な情報をいち早く知ることが大切です。
　この訓練では、携帯電話に訓練情報を送信します。地震発生時、どのようにして情報を入手し、どのように対
応するのか、これらについて考え・行動するきっかけを提供します。あわてず落ち着いて行動できるよう、この
機会に地域や家族で話し合っておきましょう。

【訓練当日】◦午前11時…地震発生
　　　　　  ◦午前11時3分頃…大津波警報発表〔訓練用のエリアメール・緊急速報メール（＊）が届きます〕
　　　　　  ◦午前11時4分頃…泉佐野市から2回目の発信

（＊）エリアメール、緊急速報メールに対応していない機種の場合は、おおさか防災情報メールやyahoo!防災速
報をご利用ください。
■訓練の目的
　府内の一人ひとりが、下記のとおり、事前に考え、行動し、
再確認していただくために実施する訓練です。

【訓練前】　地震や津波が発生したときに、どのような行動をす
るかを考えておく。

【訓練当日】　考えておいた訓練行動をする。
【訓練後】　地震や津波が発生したときに、命を守る行動ができ
るか再確認する。
問合先　府民お問合せセンター（☎06-6910-8001）
※訓練について詳しくは、ホームページ（http://www.pref.osaka.lg.jp/shobobosai/trainig_top/）をご覧ください。

～日頃からの備え～
◦家の中に「安全空間」をつくろう
　背の高い家具などは、留め具などで固定する
◦非常持ち出し品を玄関などに準備しよう
　ラジオ、懐中電灯などは電池も点検する
◦最寄りの避難場所・経路を確認しておこう
　家族との再会場所をあらかじめ相談しておく

問合先　政策推進課
　「ふるさと納税」は、新たに税を納めるというものではなく、自分が応援したいと思う市町村への寄附のことです。

◦個人が2,000円を超える寄附をしたときに、住民税と所得税の軽減を受けられます。
◦寄附先に制限はなく、自分の出身地（ふるさと）以外でも「お世話になったまち」や「応援
したいまち」など自由に選ぶことができます。
◦市民のみなさんが泉佐野市に寄附をすることもでき、税の軽減も受けられます。
　みなさんからご支援いただきました寄附金は、魅力あるまちづくりのため大切に活用いたし
ますので、ご協力をよろしくお願いします。
　また、寄附金控除を受けるには確定申告などが必要ですが、「ふるさと納税ワンストップ特
例制度」を利用することで、確定申告などを行わなくても税の軽減を受けることができるよう
になりました。なお、軽減される金額は寄附をする人の収入や家族構成、その他の所得控除な
どにより異なります。

※お礼の品の一覧や「ふるさと納税ワンストップ特例制度」についてなど、詳しくはホームページの「ふるさと
納税サイト」（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/koushitsu/seisaku/menu/furusato/）をご覧ください。

“お礼の品”「ええもん」追加しました！
～ふるさと納税するなら、わがまちいずみさの　“エエもん”もらえます！～

ふるさと納税で「いずみさの」を応援してください！ふるさと納税で「いずみさの」を応援してください！

コース 寄附金額 お礼の品
Aコース 5,000円以上10,000円未満 2,500円相当
Bコース 10,000円以上20,000円未満 5,000円相当
Cコース 20,000円以上30,000円未満 10,000円相当
Dコース 30,000円以上50,000円未満 15,000円相当
Eコース 50,000円以上100,000円未満 25,000円相当
Fコース 100,000円以上 50,000円相当

　本市の特産や魅力を感じられる、寄附金額の半額
相当の品物をプレゼントします。（回数制限なし）
　昨年、お礼の品を拡充しご好評をいただきました
が、今年はさらに魅力ある品目（約60種類）を追加
しました。
対象　本市に5,000円以上の「ふるさと納税」をして
いただいたみなさん

寄附金額に応じて、A～Fのコースからお礼の品を進呈！
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※写真は一例です

【魅力あるお礼の品の一例】
◦大相撲泉佐野場所の観覧チケット
◦泉州特産の水なす、キャベツ、玉ねぎなどの泉州
野菜やお米、地場産品を使った食品・加工品
◦大阪湾で獲れたわたりがに、しらす
◦日本タオル産業発祥の地である泉州タオル
◦犬鳴山温泉・関西国際空港での宿泊券
◦Peachの航空券購入に使えるPeachポイント
◦寺での一日修験体験、関空周遊クルーズ＆ランチ

　など
　ほかにも、たくさん用意しています！



平成28年度 認定こども園説明会（1号認定）
　教育を希望する子どもの保護者（1号認定）は、下記の各
認定こども園に問い合わせてください。各認定こども園の
特色・教育および保育内容などを説明します。
対象
◦3歳児…平成24年4月2日〜平成25年4月1日の出生児
◦4歳児…平成23年4月2日〜平成24年4月1日の出生児
◦5歳児…平成22年4月2日〜平成23年4月1日の出生児
願書配布　説明会終了後〜
願書受付　10月1日㈭
問合先　各認定こども園
※就労などで保育を希望する場合(2号・3号認定)について
は、広報10月号でお知らせします。
認定こども園 住　所 電話番号 定　員 説明会日時

泉ヶ丘保育園 鶴原935-3 463-0041
3・4歳児

…各3人
5歳児…2人

随時＊

上之郷保育園 上之郷1651-1 467-0793 各2人 随時＊
こども園杉の子 鶴原1757 464-0379 各4人 随時＊
認定こども園
なかよし保育園 中庄831-5 464-5010 若干名 9月5日㈯

午前10時〜
泉佐野すえひろ

保育園
東羽倉崎町

9-14 466-0300 各15人 9月19日㈯
午前10時〜

認定こども園
下瓦屋保育園 上瓦屋610-1 463-3359 10人 随時＊

こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713 各3人 随時＊
こだま保育園 羽倉崎4丁目

2-32 464-2598 各5人 随時＊

＊…9月1日㈫以降に、時間などを各認定こども園に事前確認し
てお越しください。

問合先　市民協働課

新町防災会「第4回防災訓練」
～避難所で簡易トイレやベッド、けが人の搬送をみんなで体験しました～

　5月24日㈰は晴天に恵まれ、新町のみなさんが多数参加して防災訓練を実施し
ました。
　今回の訓練は、避難所へ避難したのち、災害のときに必要なことを、みんなで
体験してみようと防災会で企画しました。午前9時に長生会館に設置したスピー
カーで訓練開始の放送を行い、第三小学校に向け避難行動を開始し、学校到着後、
班別に点呼を行いました。
　体育館の中では、新町防災会の熊取谷会長から挨拶と説明があった後、「簡易
トイレ」「簡易ベッド」「非常用持ち出し袋」「応急担架」の4つのブースに
分かれ、みんなで約15分ずつ、順に廻って体験を行いました。各ブースでは、
防災会の各担当者が事前に勉強し、熱心に説明を行ってくれました。段ボー
ルで組み立てた「簡易トイレ」「簡易ベッド」の使い方、2本の物干し竿に
毛布やTシャツを何枚も通して担架を作りケガ人を搬送する練習、災害時

に各家庭で備えておきたい品や食材などを
セットした「非常用持ち出し袋」など、参
加者にとって、非常に参考になったと思い
ます。
　当日は約150人が参加し、市役所や消防、警察、社会福祉協議会の方々
にもご協力いただきました。新町防災会では、地域の繋がりを大事にし
ながら、今後もこのような取組を行っていきたいと考えています。

平成28年度 私立幼稚園説明会
　入園を希望する幼児の保護者は、直接各幼稚園
にお越しください。（従来の幼稚園で、認定こども
園ではありません）
※府認可私立幼稚園の保護者に対しては、2種類の
補助金があります。
日時　9月1日㈫ ◦「天使」…午前9時〜
　　　　　　　　◦「安松」…午前10時30分〜
対象　下記の期間の出生児
◦満3歳児…平成25年4月2日〜平成26年4月1日

（満3歳の誕生日を迎えた時点で入園可能）
◦3歳児…平成24年4月2日〜平成25年4月1日
◦4歳児…平成23年4月2日〜平成24年4月1日
◦5歳児…平成22年4月2日〜平成23年4月1日
願書配布　説明会終了後〜
願書受付　10月1日㈭〜
問合先　各幼稚園

※9月中は、各私立幼稚園で随時、園の特色、教育
方針などの説明を行います。満3歳児は、3歳児の
定員の中に含まれています。

幼　稚　園 対　象 定　員
カトリック天使

（市場南2丁目69 ☎462-1188）
http://www.rinku.zaq.ne.jp/tenshi/

3歳児 100人
4・5歳児 各120人

安松
（南中安松1126 ☎466-1828）
http://www.yasumatsu.ed.jp/

3〜5歳児 各105人

通常日には、正課保育のあと夕刻までの長時間保
育を実施しています。また春・夏・冬の長期休暇
中も、預かり保育を実施しています。
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学 校 園 紹 介

問合先
学校教育課

　重要文化的景観に選定された
豊かな環境の中で、子どもたち
は本校の特色の一つである「自
然体験学習」に元気に取り組ん
でいます。全校児童42人という
小規模校のためさまざまな学習
活動に1〜6年生を縦割りにした
活動を取り入れています。全校児童がともに過ごす時間
が多く、温かさや優しさがあふれる、そして子どもたち
の笑顔がいっぱいの学校です。

　6月に行った「大木体験」も
その一つでした。全校児童を「自
然植物探索班」「自然生き物探
索班」「歴史遺跡探索班」「大木
自慢探索班」の4つに分け、そ
れぞれの班に大学の先生や市の
文化財係の方、そして地域のこ

とに詳しい退職された先生をお招きし、専門的な立場か
ら学ばせてもらう機会を持ちました。子どもたちは大木
の風景や珍しい植物・生き物を写真に収め、先生方から
詳しい説明を受けながら大木地区探索を進めました。日
頃から見慣れている風景の中に、大木でしか見られなく
なったような「宝物」を見つけ、子どもたちは大喜びで
した。また、地区を歩き、たくさんの人との出会いも経
験しました。地域の宝物は、実はそこに住む「人」であり、
地区の学校に通う「子どもたち（自分たち）」であること
も実感してもらえたことと思います。
　本校で行う、「大木探検」や「川探検」などの「自然体
験活動」は、子どもたちに大きな
感動を与え、自然科学への興味・
関心を高め、豊かな感性をはぐく
んでいきます。これからも大木の
豊かな自然を最大限に活用し、子
どもたちの豊かな心をはぐくむ教
育を進めていきたいと考えていま
す。

　新池中学校3年生は、5月23日〜25日の3日間、長崎
に修学旅行へ行きました。
　本番までの準備では、学年スローガン「共に笑い、共
に泣き、共に成長〜 We can do it」のもと、学級委員
を中心に、しおりやモニュメントの作成、署名活動など
自分たちの仕事を、責任をもってやりとげました。

　平和学習では、自らの命を削り、放
射線から多くの患者を救った永井隆さ
んのお話や、被爆された方々の手記か
ら、命の尊さや今の平和な暮らしのあ
りがたさを学びました。特に、吉永小
百合さんの朗読劇「娘よ、ここが長崎

です」では、涙を流して物語に聞き入る生徒の姿が印象
的でした。
　そして、迎えた当日の朝。集合場所では、これから始
まる旅行に胸を躍らせる、晴れやかな顔がたくさん見ら
れました。
　新幹線への短い時間での乗車を無事に終え、一路九州
へ。原爆資料館では、語り部である松尾幸子さんのお話
を聞かせていただきました。実際に被爆された人の言葉
に、これまで平和学習をしてきた生徒たちも衝撃を受け、
真剣に聞き入っていました。
　ホテルに移動してからの「高校生
1万人署名」を行っている長崎の高
校生との交流会では、核兵器の廃絶
を訴える署名活動のお話を聞き、彼
らの「微力だけど無力じゃない」と
いうスローガンのもと、取り組む姿勢は、それ程歳の変
わらない生徒たちに勇気を持たせてくれました。
　2日目の長崎市内のフィールドワークでは、自分たちで
力を合わせて無事にゴール地点にたどり着きました。そ
の道中では、電車の乗り方を親切に教えてくれたり、に
こやかに手を振ってくれたりと、様々な人との出会いが
あり、人と人との絆の大切さに気付く場面もありました。
　みんなで笑い合ったり、力を合わせたり、学んだりと、
大きく成長できた修学旅行でした。

みんなの成長を感じた修学旅行
～新池中学校～

大木の宝物さがし
～大木小学校～
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学
校
内

に
広
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
支
援
学
級

を
担
任
し
て
い
る
教
員
を
対
象
と
し
た
「
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研

修
」
を
年
間
５
回
開
い
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
支
援
学
校
の
教
員
を
講
師
に

招
い
て
、
障
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た
り
、
具
体
的
な
支
援
方
法
な
ど

を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
学
び
を
通
常
学
級
で
の
授
業
ス

タ
イ
ル
に
生
か
せ
る
よ
う
に
広
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
支
援
教
育
に

関
わ
る
研
修
を
様
々
な
形
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
介
助
員
を
小
中
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
支
援
学
級

だ
け
で
は
な
く
通
常
学
級
で
の
授
業
に
お
い
て
も
安
心
し
て
取
り
組
め
る
よ

う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。
休
み
時
間
も
同
様
に
、
ほ
か
の
児
童
生
徒
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
良
好
な
友
人
関
係
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
「
支
援
」
が
あ
る
な
か
、障
害
が
障
害
で
な
く
な
り
、「
と
も
に
学
び
、

と
も
に
育
つ
」こ
と
が
で
き
る
学
校
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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問合先　新関西国際空港㈱ 広報グループ（☎455-2201）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

8
８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

８
月
10
日
は
「
道
の
日
」

　

道
路
は
人
や
車
の
通
行
の
ほ
か
、

上
下
水
道
や
電
線
を
収
用
す
る
空

間
、
災
害
時
の
避
難
路
、
火
災
発
生

時
の
延
焼
防
止
の
空
間
、
歴
史
街
道

や
道
の
駅
の
よ
う
に
人
び
と
に
安
ら

ぎ
を
与
え
る
場
と
な
る
な
ど
、
様
々

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で

す
が
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
、

犬
の
フ
ン
の
放
置
、
看
板
類
や
商
品

の
は
み
出
し
な
ど
の
不
法
使
用
、
違

法
駐
車
、
自
転
車
の
違
法
駐
輪
や
放

置
な
ど
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー

を
守
り
、
だ
れ
も
が
道
路
を
安
全
で

快
適
に
使
え
る
よ
う
に
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

道
路
公
園
課
・
環
境
衛
生
課

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

～
電
気
は
ム
ダ
な
く

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
～

　

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格

が
必
要
で
す
。
取
り
扱
い
を
誤
る
と
大

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火

～
花
火
の
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
～

　

夏
の
暑
さ
の
訪
れ
と
と
も
に
花
火

遊
び
を
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
時

季
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
原
料
は
火
薬
で
、

ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
誤
っ
た
遊

び
方
を
す
る
と
火
事
や
や
け
ど
な
ど

の
事
故
に
繋
が
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
美
し
さ
や
楽
し
さ
の

影
に
潜
む
危
険
性
を
十
分
理
解
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
】

◦
風
の
強
い
日
に
は
遊
ば
な
い

◦
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い

場
所
、
広
い
場
所
で
遊
ぶ

◦
必
ず
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ

◦
人
に
向
け
て
使
用
し
な
い

◦
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
正

し
く
守
る

◦
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

つ
け
な
い

■関西国際空港からの
国際線のフライトがますます充実！

　関西国際空港からのアジア方面各国への国際線のフラ
イトが増え、ますます充実します！

　フィリピン航空（PR）が7
月18日㈯より関西＝セブ線
を週3便増便し、既存便とあ
わせて週7便のデイリー運航
となりました。

　中国方面へは、中国南方航
空（CZ）が7月23日㈭より、
関西＝深圳線を週4便で就航
しました。
　2015年夏休みは、続々と増
便し、ますます便利になる関西空港の国際線を、ぜひ
ご利用ください！

中学校図書室の地域開放
　地域に開かれた学校づくりの一環として、市内
中学校5校の図書室を校区のみなさんに開放しま
す。ぜひ利用してください。
※貸出・資料の持込はできません。
期間　7月21日㈫〜8月21日㈮
※土・日曜日、8月13日㈭・14日㈮除く
時間　午後1時〜4時30分
注意事項
◦来校時は受付で入校証を受け取ってください。
◦市立図書館の貸出カードは利用できません。

（本の予約や返却なども受付できません。）
◦学校行事などの都合や、警報発令時などで臨時
休業する場合があります。
◦図書室開放用の駐車場はありません。
◦各学校ではクラブ活動なども実施していますの
で、ご理解ご協力をお願いします。
問合先
◦学校教育課 
◦佐野中学校（☎464-6171） 
◦新池中学校（☎464-6181） 
◦第三中学校（☎464-6191） 
◦日根野中学校（☎468-0061） 
◦長南中学校（☎465-6881）

変
危
険
な
の
で
、
電
気
工
事
は
近
く

の
電
気
工
事
店
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
（
一
財
）
関
西
電
気
保
安
協

会
（
☎
０
７
２・
２
６
０・
０
３
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.ks
dh.or.jp/

）

◦
消
え
た
花
火
で
も
、
花
火
の
先
を

の
ぞ
き
こ
ま
な
い

◦
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
花
火
が
消

え
た
ら
必
ず
水
に
浸
け
る

【
花
火
で
遊
ぶ
と
き
の
合
言
葉
】

～
迷
惑
に
な
ら
な
い

場
所
と
時
間
と
後
始
末
～

　

毎
年
、
住
宅
街
の
公
園
な
ど
で
深

夜
ま
で
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
を
し
て

「
危
険
だ
！
」
な
ど
と
い
う
苦
情
が

消
防
本
部
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
り
安
全
に
楽
し
く
夏

の
夜
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９・０
１
１
９  

Fax

４
６
０・
２
１
１
９
）

墓
地
環
境
を
美
し
く

保
つ
た
め
に
ご
協
力
を
！

～
墓
地
の
お
供
え
物
は

各
家
庭
で
処
分
を
～

　

公
園
墓
地
や
各
町
会
な
ど
が
管
理

す
る
墓
地
の
花
ガ
ラ
置
場
は
花
ガ
ラ

専
用
で
、
そ
れ
以
外
の
ご
み
は
捨
て

ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
昨
年
も
、
お

盆
の
時
期
に
な
る
と
、
お
供
え
物
な

ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

果
物
や
食
べ
物
な
ど
は
カ
ラ
ス
な

ど
の
エ
サ
と
な
り
、墓
地
を
荒
ら
し
、

美
観
を
損
な
う
原
因
と
な
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課
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8月は「こども110番月間」
　地域のこどもは地域で守り、こどもたちが安心し
て暮らせる環境を確保するため、「こども110番」運
動を推進しています。

【こども110番の家】　もしものときに、こどもたちが
助けを求めることができるよう、地域の協力家庭や店が、
目印となる旗やステッカーを掲げています。学校や家の
近くの「こども110番の家」をさがしてみましょう。

【動くこども110番】　「こども110番」のステッカー
を貼った車やバイクが地域を走り、助けを求めてき
たこどもの一時保護と警察への通報などを行います。

【家庭や地域で、こどもたちを守りましょう！】
　「一人で遊ばない」「知らない人についていかない」
など、こどもたちに犯罪から自分の身を守る方法を
教えましょう。「こどもの様子をうかがう」「車から
こどもに話しかける」などの不審者を見かけたら、
こどもを守り、すぐに警察に通報しましょう。
※こどもたちが登下校や外出
する際には、防犯ブザーやホ
イッスルを持たせ、しっかり
と活用するように教えましょ
う。
問合先　府 治安対策課
　　　　（☎06-6944-7506）

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

ほ
し
い
こ
と
、み
な
さ
ん
が
知
り

た
い
と
思
う
市
の
事
業
や
施
策

に
つ
い
て
、市
職
員
が
み
な
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
出
向
い
て
話
を
し

ま
す
。
子
ど
も
向
け
の
メ
ニ
ュ

ー
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。　

※
受
講
無
料

日
時　

平
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
の
内
の
２
時
間
以
内

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

最
小
開
催
人
数　
10
人
程
度

【
注
意
】

◦
主
催
は
み
な
さ
ん
で
す
。
会

場
確
保
や
運
営
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。

◦
内
容
へ
の
質
問
や
意
見
交
換

は
自
由
で
す
が
、
行
政
へ
の
苦

情
や
陳
情
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦
講
座
で
の
事
故
な
ど
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

「すべてのひとが輝く泉佐野」
の実現をめざして

泉佐野市出前講座

◦
開
催
日
時
は
、
講
座
担
当
課

の
業
務
な
ど
に
よ
り
要
望
に
応

え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
開
催
場

所
や
対
象
に
制
限
が
あ
る
場
合

や
、
材
料
費
負
担
な
ど
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
次
の
場
合
は
講
座
を

実
施
で
き
ま
せ
ん
】

◦
公
の
秩
序
を
乱
し
、
善
良
な

る
風
俗
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る

◦
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を

目
的
と
し
た
催
し
を
行
う
お
そ

れ
が
あ
る

◦
出
前
講
座
の
趣
旨
に
理
解
を

得
ら
れ
な
い

申
込
・
問
合
先　

開
催
希
望

日
の
２
週
間
前
ま
で
に
希
望
メ

ニ
ュ
ー
、
日
時
、
場
所
、
開
催

目
的
を
、電
話
、ｅ
メ
ー
ル
（sh

ougaku@
c

ity.izum
isa

no.lg.jp

）
で

生
涯
学
習
課
へ

※
�
〜
�
は
担
当
課
へ
直
接
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
…
人
権
推
進
課

�
…
市
民
協
働
課

�
・
�
…
泉
州
南
消
防
組
合

泉
佐
野
消
防
署

☎
４
６
９・０
１
１
９

市
場
消
防
署☎４

６
２・０
１
１
９

メ ニ ュ ー
① 泉佐野市の財政状況について ⑮ 認知症サポーター養成講座 � 新しい学校教育
② 泉佐野市の国際交流 ⑯ こどもの予防接種＆健診 � 青少年健全育成について
③ 泉佐野市の情報公開制度について ⑰ メタボリックシンドローム予防のための食生活・運動・休養 � 生涯学習センター・公民館事業について
④ 泉佐野市の個人情報保護制度について ⑱ ロコモティブシンドローム予防のための食生活・運動・休養 � 図書館の利用方法
⑤ 市税のおはなし ⑲ 健康寿命について � スポーツタウン泉佐野
⑥ 泉佐野市の農林産業について ⑳ がん検診を受けましょう � 市議会のしくみと役割
⑦ 勤労者福祉共済事業について � おいしく、たのしく「食」でつながろう！ � 下水道と私たちの生活
⑧ 観光振興事業について � 国民年金の概要について � 水道のはなし
⑨ 悪質商法に気をつけて � 国民健康保険制度について

※�～�の申込は直接担当課へ⑩「ごみ」を考える � 泉佐野市の都市計画
⑪ セアカゴケグモに御用心！ � ｢バリアフリーなまちづくり｣について � わたしたちの人権をいっしょに考えましょう
⑫ 生活保護制度について � 泉佐野の文化財 � 草の根防災訓練
⑬ 障害者福祉制度について � でまえ歴史館 � 防火教室
⑭ わがまちの介護保険 � 奨学金制度について � 応急手当等の救命講習会

野
外
に
出
か
け
る
と
き
は

　

野
山
、
畑
、
草
む
ら
、
河
川
敷
な

ど
で
は
、
病
原
体
を
持
っ
た
有
害
な

虫
が
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
肌
を
露
出

し
な
い
も
の
を
着
用
し
、
白
っ
ぽ
い

色
に
す
る
。
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど

を
携
帯
す
る
。

◦
直
接
地
面
に
座
っ
た
り
寝
転
ん
だ

り
せ
ず
、
敷
物
を
使
用
し
衣
服
も
草

む
ら
な
ど
に
直
接
置
か
な
い
。

◦
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
、
身
体

に
つ
い
た
虫
を
落
と
し
、
新
し
い
衣

服
に
着
替
え
る
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
を
行
う
機
会
も
増
え
て
き
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◦
肉
は
中
心
部
ま
で
よ
く
加
熱
す
る

◦
ト
ン
グ
や
箸
は
焼
く
用
と
食
べ
る

用
と
に
使
い
分
け
る

◦
肉
は
10
℃
以
下
に
低
温
保
存
す
る

◦
抵
抗
力
が
低
い
乳
幼
児
や
お
年
寄

り
は
特
に
注
意
す
る

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

食
品
衛

生
課
（
☎
４
６
４・９
６
８
８
）

広報いずみさの 平成27年8月号 10



開 催 日 行 事 場 所 主 催
9月  6日㈰ 第38回 定期演奏会

エブノ
泉の森

大ホール 泉佐野市民オーケストラ
10月15日㈭ 会員演芸大会 大ホール 泉佐野市長生会連合会
10月16日㈮

〜

18日㈰

市
民
展

日本画、書道 ギャラリー
市、市教育委員会、一般財団法
人 泉佐野市文化振興財団俳画、絵手紙、陶芸、工芸 マルチスペース

洋画、写真、立体造形 レセプションホール
10月18日㈰ あやめ会舞踊発表会 大ホール 泉佐野市文化協会
10月25日㈰ 民謡・民踊発表会 小ホール 泉佐野民謡連合会
11月  3日㈷ 第48回 泉佐野詩吟発表会 小ホール 泉佐野詩吟発表会実行委員会

11月14日㈯・15日㈰  ’15 茶華道展 ギャラリー 泉佐野茶華道連盟
11月21日㈯・22日㈰ フラワーデザイン作品展 ギャラリー 泉佐野市文化協会 フラワーデザイン連盟

11月23日㈷ 第62回 泉佐野市民謡曲大会 和室 泉佐野市謡曲同好会
11月29日㈰ アマチュア社交ダンス発表会 市民総合体育館 泉佐野アマチュア社交ダンス連盟

平成27年度 文化祭
　市主催行事、各種協賛
行事など、市内で文化活
動をする市民のみなさん
や各種団体の協力により、
発表会や作品展など多彩
な催しが行われます。
　みなさんのご来場をお
待ちしています。
※詳しくは問い合わせて
ください。
問合先　生涯学習課

展示期間　※出品・観覧無料
◦10月16日㈮・17日㈯ 午前10時〜午後5時
◦10月18日㈰ 午前10時〜午後4時
展示場所　エブノ泉の森ホール
◦日本画、書道…ギャラリー
◦俳画、絵手紙、陶芸、工芸…マルチスペース
◦洋画、写真、立体造形…レセプションホール
応募資格（本年度より変わりました。）
次のいずれかに該当する人（中学生以下除く）
◦市内・岸和田市・貝塚市・泉南市・阪南市・
熊取町・田尻町・岬町在住者である
◦市内在勤･在学者である
◦市内で創作活動を行っている
◦市民を主体とする文化団体の関係者である
協力　泉佐野市文化協会、泉佐野市文化懇話会
出品点数　各種目1人1点　※要申込
出品申込・問合先　所定の用紙に必要事項を
記入し、9月25日㈮〜10月1日㈭（月曜日除く）
の午前9時〜午後5時にレイクアルスタープラ
ザ・カワサキ生涯学習センターへ
※作品の搬入日は10月11日㈰ 、搬出日は
10月18日㈰です。 

種 目 体 裁 規　格

洋　画 額 装
仮 縁

20号（72.7㎝×50㎝）〜100号（162㎝×162㎝）、
額はガラス不可　※水彩画は四つ切り以上、鉛筆画・
版画は大きさ自由、額はガラス・アクリル可

日本画
額 装
仮 縁
軸 装

20号（72.7㎝×50㎝）〜100号（162㎝×162㎝）、
額はガラス不可　※水墨画は10号（53㎝×33.3㎝）
以上、額はガラス・アクリル可

俳 画・
絵 手 紙

額 装
軸 装

（作品寸法）6号色紙大（41㎝×31.7㎝）以上
軸装の場合は60㎝×180㎝以内（仕上り寸法）
※複数の小作品を1つの軸または額にしても可

書　道
額装、軸装、
巻子（仮巻
は不可）

（作品寸法）半切（約35㎝×約135㎝）以内
軸装の場合は60㎝×200㎝以内（仕上り寸法）
巻子は制限なし

写　真 パネル張り
額

単写真はA3（29.7㎝×42㎝）〜全紙
組写真は5枚以内かつ、80㎝×100㎝以内

陶　芸 ー 展示可能なもの
立体造形 ー 展示可能なもの
工　芸 ー 展示可能で、創作作品に限る

※額・パネルには必ず、吊り下げ用ひもをつけてください。作品の効果
上から判断し、体裁のみ特例を認める場合があります。

平成27年度 市民展　～応募資格が変わり、広い地域から出品を募集します～

文化会館ほか指定管理者 募集
　次の施設の次期（平
成28年4月から5年
間）指定管理者を募
集します。
※募集要項は、担当
課のホームページか
らダウンロードもで
きます。募集につい
て詳しくは、それぞ
れ問い合わせてくだ
さい。

施 設 名 募集要項配付・申込・問合先 �募集要項配付期間・
�現地説明会・�申込期間

泉佐野市立文化会館・生
涯学習センター・佐野公
民館・長南公民館

土・日曜日、祝・休日除く午前9時〜午後5時
に政策推進課へ

①8月11日㈫〜24日㈪
②8月25日㈫ 午後1時30分〜
③9月11日㈮〜25日㈮

泉佐野市立図書館
月曜日、9月22日〜24日除く午前9時30分〜
午後5時にレイクアルスタープラザ・カワサキ
中央図書館（☎469-7130 Fax469-7131）へ

①8月11日㈫〜25日㈫
②8月27日㈭ 午後2時〜
③9月11日㈮〜25日㈮

泉佐野市立歴史館いずみ
さの

月曜日、祝日の翌日除く午前9時〜午後5時に
レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いず
みさの（☎469-7140 Fax469-7141）へ

①8月11日㈫〜25日㈫
②8月27日㈭ 午後2時〜
③9月11日㈮〜25日㈮

平成27年度 臨時福祉給付金 申請受付が始まります！
　支給の可能性のある人には、8月初めに個別通知（申請書）を送付します。
申請方法　郵送または市役所1階特設会場で受付
申請期間　8月3日㈪〜来年1月29日㈮
担当課　障害福祉総務課　　問合せ専用電話　☎0570-666-371 Fax463-8600
※対象者など詳しくは、広報いずみさの7月号をご覧ください。
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老
人
医
療
費
助
成
制
度

対
象
高
齢
者
の
医
療
費
の

自
己
負
担
を
一
部
助
成
し
ま
す

　

助
成
の
適
用
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

65
歳
以
上
の
健
康
保
険
加
入
者

◦「
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
」「
療

育
手
帳
A
」「
療
育
手
帳
Ｂ
１
と
身

体
障
害
者
手
帳
の
両
方
」
の
い
ず
れ

か
を
持
っ
て
お
り
、
本
人
所
得
が

４
６
２
万
１
千
円
（
扶
養
親
族
な
し

の
場
合
）
以
下

◦
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
」

国
民
年
金
保
険
料

申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

　

平
成
27
年
度
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
昨
年
度
に
継
続
申
請
が
承
認
さ
れ

て
い
る
場
合
、
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

対
象　
7
月
〜
来
年
6
月
分
保
険
料

※
詳
し
く
は
広
報
7
月
号
を
ご
覧
に

な
る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

国
保
年
金
課

「年金情報流出」を口実にした犯罪に
ご注意ください！

　日本年金機構からこの件に関して、
◦電話やメールで連絡することは一切ありません。
◦お金やキャッシュカードを要求することは一切ありません。
◦ATMの操作をお願いすることは一切ありません。
※相談は下記の問合先まで
問合先
◦専用電話窓口　 0120-818211（午前8時30分〜午後9時）
◦貝塚年金事務所　☎431-1122（午前8時30分〜午後5時15分）

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金
を

拡
充
し
ま
し
た

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
設
置
補
助
金

を
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
期
間
限
定

で
拡
充
し
ま
し
た
。

期
間　

７
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

拡
充
内
容　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
新
設
に

対
す
る
補
助
金
の
増
額

（
従
来
）

設
置
に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１
以

内
の
額
と
し
２
万
円
を
上
限

　

  

↓

（
拡
充
後
）

設
置
に
要
す
る
費
用
内
で
、
３
万
円

を
上
限

※
蛍
光
灯
タ
イ
プ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ

の
更
新
（
取
替
）
に
対
す
る
補
助
金

（
上
限
１
万
円
）
に
つ
い
て
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
団
体

◦
泉
佐
野
市
町
会
連
合
会
に
属
す
る

町
会
・
自
治
会

◦
防
犯
灯
を
設
置
維
持
管
理
す
る
市

内
住
民
団
体

問
合
先　

市
民
協
働
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
メ
リ
ッ
ト
】

①
視
認
性
の
向
上

②
省
エ
ネ
、
CO₂
の
削
減

③
長
寿
命

④
飛
来
虫
の
削
減

の
規
定
に
あ
て
は
ま
り
、
本
人
所
得
が

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
額
以
下

◦
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
特
定

疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施
要
綱
に
規

定
す
る
疾
患
の
う
ち
、
国
の
難
病
と

し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象
と
な

る
疾
患
を
有
す
る
人
で
、
本
人
所
得

が
２
２
４
万
円
（
扶
養
親
族
な
し
の

場
合
）
以
下

◦
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
結
核
に
係
る
医
療
を
受
け

て
い
る
人
で
、
本
人
所
得
が
２
２
４
万

円
（
扶
養
親
族
な
し
の
場
合
）
以
下

◦
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
を

受
け
て
い
る
人
で
、
本
人
所
得
が

２
２
４
万
円
（
扶
養
親
族
な
し
の
場

合
）
以
下

自
己
負
担
額　

１
医
療
機
関
（
薬
局

除
く
）
で
の
日
額
上
限
額
…

入
院
・
通
院 

各
５
０
０
円

※
１
医
療
機
関
に
つ
き
月
２
回
ま
で

負
担
、
３
回
目
以
降
は
負
担
な
し

負
担
限
度
額
…
月
額
２
，
５
０
０
円

※
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た

額
は
、
領
収
書
な
ど
を
添
え
て
払
い

戻
し
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

国
保
年
金
課

８
月
14
日
～
16
日
は

「
し
尿
の
く
み
取
り
」

「
浄
化
槽
清
掃
」
の

業
務
を
行
い
ま
せ
ん

問
合
先　

環
境
衛
生
課

8月 14日㈮ 15日㈯ 16日㈰
し尿のくみ取り × × ×
浄化槽清掃 × × ×
ごみの収集 ○ ○ ×
粗大ごみ・臨時
ごみの申込

○
（＊1） × ×

焼却場への直接
搬入 × ○

（＊2） ×

○…業務を行います ×…業務を行いません
（＊1）…午前9時〜正午、午後1時〜5時
（＊2）…午後1時〜4時
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◎高齢者相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：地域包括支援センター ☎464-2977 
Fax462-5400）
◎障害者相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談会【予約制】
第4木曜日 13:30〜14:10
保健センター（☎463-6001）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30〜12:00
保健センター（☎463-6001）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日 9:30〜10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00〜14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00〜11:00
第2月曜日 10:00〜11:45
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）
月〜金曜日（祝日除く） 9:00〜17:45
　来所の場合は電話で予約してください。
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月〜金曜日（祝日除く） 9:00〜15:45
泉佐野保健所（☎462-7701）

◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1〜4水曜日 10:00〜12:00、13:00〜15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎消費生活相談
月〜金曜日 9:00〜16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30〜20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30〜20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月〜金曜日 9:00〜17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月〜金曜日 9:00〜17:00
◎育児相談
◦月・水・金曜日 9:00〜16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
◦月〜金曜日 10:00〜16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月〜金曜日 10:00〜16:00
◎母子・寡婦家庭の生活相談
月〜水・金曜日 9:00〜17:00　子育て支援課
◎教育相談
◦さわやかルーム（☎463-5933）
月〜金曜日 9:00〜15:30
◦シャイン（☎464-8750）
月〜金曜日 10:15〜15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00〜16:00
社会福祉センター 2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00〜12:00 
社会福祉センター 2階（問合先：障害福祉総務課）
◎心配ごと相談
月曜日 13:00〜16:00
社会福祉センター 2階

（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。
◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00〜16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00〜15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30〜16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月〜金曜日 10:00〜16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00〜16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎464-2793）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00〜16:00
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30〜16:00
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第1・3月曜日 13:30〜16:00
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
◦月〜金曜日 9:30〜16:30
人権推進課
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
◦火〜金曜日 9:30〜16:30
公益社団法人 泉佐野市人権協会（☎458-
7444）
◦第3土曜日 10:00〜12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】
◦第1木曜日 10:00〜12:00、13:00〜16:00
◦第3木曜日 13:00〜16:00 
◦第4木曜日 17:00〜20:00 
いずみさの女性センター（☎469-7125）

市
・
府
民
税 

第
２
期
分
の
納
期
限
は
８
月
31
日
㈪
で
す

問
合
先　
税
務
課

泉
南
府
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
の
納
税
通
知
書
と
第

１・
２
期
分
の
納
付
書
を
送
付
し
ま

し
た
。
各
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

※
年
間
の
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場

合
は
、
第
１
期
分
の
納
付
書
の
み
の

送
付
と
な
り
ま
す
。

納
期
限

◦
第
１
期
分
…
８
月
31
日
㈪

◦
第
２
期
分
…
11
月
30
日
㈪

問
合
先　

泉
南
府
税
事
務
所

　
　
　
　
（
☎
４
３
９・３
６
０
１
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
～

　

個
人
事
業
者
で
、
平
成
26
年
分
の

確
定
消
費
税
額
（
地
方
消
費
税
は
含

み
ま
せ
ん
）
が
48
万
円
を
超
え
る
人

は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中

間
申
告
と
納
付
が
必
要
で
す
。
必
要

な
人
に
は
、「
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
中
間
申
告
書
」
と
「
納
付
書
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
申

告
と
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替

納
税
を
ご
利
用
の
場
合
の
振
替
日

は
、
９
月29
日
㈫
で
す
。

　

事
業
状
況
が
平
成
26
年
と
著
し

く
異
な
る
場
合
な
ど
は
仮
決
算
を
行

い
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
税

額
に
よ
り
中
間
申
告
と
納
付
が
で
き

ま
す
。

申
告
・
問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

（
☎
４
６
２・３
４
７
１
）

※
個
人
事
業
税
の
納
付
用
紙
の
う

ち
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収

納
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
刷
が
あ

る
も
の
（
30
万
円
以
下
の
も
の
）

に
つ
い
て
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、

サ
ン
ク
ス
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ニ
ュ
ー
ヤ

マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、

ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ

リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ロ
ー
ソ
ン
）
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付

に
は
、
安
心
・
安
全
で
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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人
権
の
広
場

じ
ん
　
け
ん

ひ
ろ
　 

ば

介護保険 地域密着型サ－ビス
申込・問合先　高齢介護課

【小規模多機能型居宅介護】（介護予防含む）
　通所を中心に、利用者の希望に応じて訪問や
宿泊を組み合わせたサービスを受けられます。
費用　要介護度によって異なる定額制（月額）
※食事代や宿泊費などが別途必要
◦優人会小規模多機能センター（定員25人）

（湊4丁目5-13 ☎462-3399 Fax462-3499）
◦小規模多機能介護「市民との絆」（定員24人）

（長滝780-１ ☎466-0639 Fax466-6396）
◦小規模多機能ホームくすのき（定員25人）

（春日町2-28 ☎461-3366 Fax462-1519）
◦小規模多機能せんじゅ（定員24人）

（中町1丁目7-41 ☎464-5111 Fax464-5201）
【認知症対応型通所介護】（介護予防含む）
　認知症の高齢者を対象としたデイサービス
施設で、日常生活上の介護や機能訓練が受け
られます。
定員　（1日）各12人
費用　要介護度や利用時間数により異なりま
す。
※食事代やおむつ代などが別途必要
◦デイサービス和草（にこぐさ）

（鶴原2丁目5-30 ☎458-6230 Fax458-6231）
◦おたふく

（南中樫井698 ☎490-2933 Fax490-2934）
【地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護】
　小規模な介護老人福祉施設で、日常生活上
の支援や介護を行います。
定員　29人
費用　所得や要介護度により異なります。
◦地域密着型介護老人福祉施設エルダーケア

（中庄1305-3 ☎458-7117 Fax458-7112）

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当

現
況
届
の
提
出

　

対
象
者
に
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま

す
。期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
11
日
㈫
〜
９
月
10
日
㈭

提
出
・
問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

①
【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象　

政
令
で
定
め
る
著
し
く
重
度

の
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級

程
度
以
上
の
異
な
る
障
害
が
重
複
、

ま
た
は
精
神
の
障
害
・
最
重
度
の
知
的

障
害
な
ど
）
が
あ
り
、日
常
生
活
動
作・

行
動
が
困
難
で
、
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る20
歳
以
上
の
在
宅
者

※
所
得
制
限
あ
り
。
施
設
入
所
時
、

３
ヵ
月
以
上
の
入
院
時
は
対
象
外

支
給
月
額　

２
６
，
６
２
０
円

②
【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象　

政
令
で
定
め
る
程
度
の
重
度

障
害
の
状
態
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
、
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
Ａ
の

う
ち
最
重
度
な
ど
）
に
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
20
歳
未
満
の
人

※
所
得
制
限
あ
り
。
施
設
入
所
中
、

障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て

い
る
場
合
は
対
象
外

戦争・平和資料およびパネル展
～子どもたちのいのち輝く未来を！

みんなでつくろう 平和と人権尊重の国を～
日時　8月5日㈬〜7日㈮ 午前9時〜午後9時
※5日は午後3時から、7日は午後2時まで
場所・問合先　北部市民交流センター本館 1階交流スペース
　　　　　　　（☎464-5725 Fax469-2284）　※観覧無料
資料提供　泉佐野平和展実行委員会、レイクアルスタープ
ラザ・カワサキ歴史館いずみさの

2015年度 人権・平和のつどい
聞くより語ろう人権問題

～戦後70年！戦争のない未来を子どもたちと～
　中学生が舞台上で、地域の戦争体験者から聞き取りを
します。
日時　8月6日㈭ 午後6時30分〜8時30分
内容　手話歌合唱、平和学習発表、戦争体験の聞き取り、
合唱、じゃんけん大会など　※申込不要、参加無料、手
話通訳あり。8月5日㈬〜7日㈮は「人権パネル展」も開催
主催　人権・平和のつどい実行委員会
場所・問合先　南部市民交流センター本館（☎466-1641 
Fax466-4744）　※一時保育希望者は、事前に申込が必要

子
ど
も
人
権
ふ
れ
あ
い
夢
広
場

　

子
ど
も
の
育
て
方
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
親
子
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
（
写
真
持
参
）
や
、
風
船
で
動

物
作
り
な
ど
も
行
い
ま
す
。

開
催
日
・
場
所　

◦
８
月
25
日
㈫
…

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

◦
８
月
26
日
㈬
…
佐
野
公
民
館

◦
８
月
27
日
㈭
…
レ
イ
ク
ア
ル
ス

支
給
月
額　

１
４
，
４
８
０
円

③
【
経
過
的
福
祉
手
当
】

対
象　

福
祉
手
当
制
度
廃
止
の
際
に

福
祉
手
当
を
受
給
し
て
お
り
、
特
別

障
害
者
手
当
お
よ
び
障
害
を
事
由
と

す
る
年
金
を
受
給
で
き
な
い
人

※
所
得
制
限
あ
り
。
施
設
入
所
時
は

対
象
外

支
給
月
額　

１
４
，
４
８
０
円

※
①
②
は
審
査
が
あ
り
ま
す
。
現
在
支

給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
請
に
は
各

手
当
認
定
用
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

　

③
は
経
過
的
措
置
の
た
め
、
新
規

の
申
請
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

一
旦
、
資
格
喪
失
し

た
場
合
、
再
度
認
定

も
で
き
ま
せ
ん
。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

◦
８
月
28
日
㈮
…
長
南
公
民
館

◦
８
月
31
日
㈪
…

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

親
子
各
12
組
（
24
人
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
で
泉
佐
野
市
人

権
協
会
（
☎
４
５
８・
７
４
４
４
）
へ

※
参
加
無
料
。
同
時
開
催
「
こ
ど
も

の
人
権
パ
ネ
ル
展
」
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日　時 検診種別

10月14日㈬ 9:10〜10:50 胃、大腸

16日㈮ 9:10〜10:50 乳

〃　 12:45〜14:20 乳

19日㈪ 9:10〜10:50 胃、大腸

26日㈪ 9:10〜10:50 乳

〃　 12:45〜14:20 乳

〃　 12:45〜15:00 子宮

29日㈭ 9:10〜10:50 胃、大腸

〃　 9:10〜11:30 肺

11月  8日㈰ 9:10〜10:50 胃、大腸

〃　 9:10〜11:30 肺

9日㈪ 9:10〜10:50 胃、大腸

18日㈬ 9:10〜10:50 乳

〃　 12:45〜14:20 乳

受
け
よ
う
！
が
ん
検
診

（
予
約
制
・
先
着
順
）

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先

８
月
19
日
㈬
以
降
に
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
４
６
３・６
０
０
１
）
へ

※
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
の
み
F
A
X

で
の
申
込
可(

Fax

 

４
６
１・４
５
７
１)

【
胃
・
大
腸
が
ん
】

対
象　
40
歳
以
上

内
容　

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
便

潜
血
検
査

費
用　

胃
６
０
０
円
、
大
腸
無
料

【
結
核
・
肺
が
ん
】

対
象　
40
歳
以
上

内
容
・
費
用

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
無
料
）、喀
痰
細

胞
診
（
対
象
者
の
み
・
３
０
０
円
）

【
乳
が
ん
】
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳

房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）、
視
触
診

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文・

障
が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

～
あ
な
た
の
素
直
な
気
持
ち
を

伝
え
ま
せ
ん
か
？
～

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心

の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
作
文
や
、
障
害

者
へ
の
理
解
促
進
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
、
賞
状
な
ど

を
贈
呈
し
ま
す
。

【
作
文
】　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

（
縦
書
き
）
で
、
小
・
中
学
生
は
２
〜

４
枚
、
高
校
生
・
一
般
は
４
〜
６
枚　

※
点
字
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可

【
ポ
ス
タ
ー
】　

小
・
中
学
生
の
み
。

Ｂ
３
画
用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ

ズ
画
用
紙
（
縦
長
の
み
）　

申
込
・
問
合
先　

９
月
２
日
㈬
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

持
参
（
平
日
の
み
）
で
、
大
阪
府
障

が
い
福
祉
企
画
課 

企
画
グ
ル
ー
プ

（
〠
５
４
０・
８
５
７
０ 

大
阪
市
中

央
区
大
手
前
２
丁
目 

☎
06
・
６
９

４
１・０
３
５
１ 

Fax 

06
・
６
９
４
２

・
７
２
１
５
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w

w
.pref.osaka.lg.jp/kei

kakusuishin/shogai_annai/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
が
ん
検
診
推
進
事
業

（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）】

　

対
象
者
に
な
っ
た
人
に
は
、
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
（
４
月
20
日
現
在
）

◦
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
の
女
性

◦
子
宮
が
ん
検
診
…
20
歳
の
女
性

※
平
成
25
年
度
に
ク
ー
ポ
ン
が
届

い
た
人
で
、
平
成
21
年
度
以
降
に

市
の
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
に

は
ク
ー
ポ
ン
券
の
み
送
付
し
ま
す
。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
事
業

「
人
・
ひ
と
」
い
き
い
き
プ
ラ
ン

～
い
ず
み
さ
の
マ
マ
・
パ
パ
の
た
め

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
～

マ
マ
＆
パ
パ
の
た
め
の

マ
ネ
ー
講
座

～
収
入
・
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
と

お
金
を
貯
め
る
方
法
を
知
ろ
う
～

日
時
・
内
容
（
全
２
回
）　

①
９
月
５
日
㈯ 

午
前10
時30

分
〜
正
午
「
子
ど
も
の
教
育

費
い
く
ら
か
か
る
？
ど
う
し

た
ら
い
い
？
」（
講
座
）

②
９
月26
日
㈯ 

午
前10
時30

分
〜
正
午
「
和
室
で
ゆ
っ
く

り
質
問
し
よ
う
」（
お
茶
会
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
組
（
30
人
）

講
師　

加
藤
葉
子
さ
ん
（
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

持
ち
物　

飲
み
物

申
込
・
問
合
先　

８
月
４
日
㈫
以
降

に
電
話
で
、
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
９・７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜

就
学
前
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時

に
（
①
は
８
月
28
日
㈮
ま
で
、
②
は

９
月
18
日
㈮
ま
で
）

す
べ
て
の
女
性
が
輝
く

社
会
づ
く
り

　

平
成
25
年
の
総
務
省
調
査
に
よ
る

と
、
昭
和
55
年
以
降
、
共
働
き
世
帯

は
年
々
増
加
し
、
平
成
９
年
以
降
は

共
働
き
世
帯
数
が
男
性
雇
用
者
と
無

業
の
妻
か
ら
成
る
世
帯
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
女

性
の
就
労
状
況
は
、
結
婚
や
子
育
て

を
機
に
離
職
す
る
割
合
が
高
く
、
再

就
職
も
非
正
規
雇
用
や
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
は
、
成
長
戦
略
の
一
つ

と
し
て
「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社

会
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
家
庭
・
地
域
・

職
場
な
ど
に
お
い
て
、
様
々
な
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
女
性
を
支
援
で
き
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
中
で
、
誰

も
が
生
き
方
や
働
き
方
を
、
そ
の
人
ら

し
く
選
択
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
に
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
資
料
を

取
り
揃
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９・７
１
２
５
）

受
診
し
て
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性

費
用　

１
，
１
０
０
円

【
子
宮
が
ん
】
細
胞
診

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に

受
診
し
て
い
な
い
20
歳
以
上
の
女
性

費
用　

８
０
０
円

※
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
２
年

に
１
回
の
受
診
で
す
。
ま
た
、
指
定

医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

広報いずみさの 平成27年8月号15



　
契
約
時
に
受
け
取
っ
た
書
面
は
、

内
容
を
よ
く
読
ん
で
、
必
ず
保
管

し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

広報いずみさの 平成27年8月号 16

レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140
Fax469-7141
休館日　月曜日

（祝日の場合は翌日）
開館時間　
午前9時〜午後5時

（入館は午後4時30分まで）
入館料　無料

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
236
回

「
古
事
記
・
日
本
書
紀
と
和
泉
③

～
根ね
の

使お

み主
の
伝
承
と
泉
佐
野
②
～
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

新聞の長期契約に気を付けて

　
前
回
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
根
使

主
が
逃
げ
て
稲い
な

城き

を
造
っ
て
抵
抗
し

た
場
所
が
「
日
根
」
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
現
在
の
泉
佐
野
市
の
近

辺
に
拠
点
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
根
使
主
は
、
安あ
ん
こ
う康

天
皇
の
提
案
〔
大お
お
く
さ草
香か

皇
子
の
妹

の
幡は
た

梭ひ

皇
女
を
後
の
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天
皇
の

妃き
さ
き

（
側
室
）
と
す
る
〕
を
使
者
と
し

て
大
草
香
皇
子
に
伝
え
て
、
快
諾
し

た
大
草
香
が
、
そ
の
約
束
の
し
る
し

と
し
て
預
け
た
「
押お
し
き
の木

玉た
ま
か
づ
ら

縵
」
を
横

領
す
る
だ
け
で
も
た
い
し
た
犯
罪
行

為
で
す
が
、
あ
る
い
は
そ
の
証
拠

隠
滅
を
は
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

天
皇
の
提
案
を
大
草
香
が
断
っ
た

と
、
虚
偽
の
報
告
を
し
て
、
大
草
香

を
死
に
至
ら
し
め
て
い
ま
す
。
根
使

主
も
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
物
語
が
事
実
で
あ
っ
た
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
即
座
に
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
根
使
主
が
、

外
国
か
ら
の
客
人
を
接
待
す
る
と
き

に
、
横
領
し
た
「
押
木
玉
縵
」
を
身

に
着
け
る
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
皇

后
の
眼
に
触
れ
て
、
か
つ
て
の
悪
事

が
発
覚
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
な

ん
と
も
お
粗
末
な
話
で
す
。
も
し
か

す
る
と
、
こ
れ
に
類
す
る
な
ん
ら
か

の
事
実
に
基
づ
い
て
、
物
語
と
し
て

の
性
格
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
脚
色

を
加
え
て
作
ら
れ
た
物

語
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、
こ
の
物
語
に

は
次
の
よ
う
な
後
日
譚

が
あ
り
ま
す
。
根
使
主

の
子
で
あ
る
小お

根ね
の

使お

み主

が
、「
天
皇
の
城
は
も

ろ
く
、
我
が
父
の
城
は

強
固
だ
」
と
触
れ
回
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
天
皇

が
、
小
根
使
主
を
捕
ら
え
て
殺
害
し

ま
し
た
。
根
使
主
の
後
継
者
が
坂さ
か

本も
と
の

臣お
み

と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
に
始

ま
り
ま
す
。

　
実
は
こ
の
記
事
の
少
し
前
、
根
使

主
を
討
っ
た
時
に
、
そ
の
子
孫
を

全
て
殺
害
し
た
と
す
る
記
事
が
あ

り
、
根
使
主
の
子
が
存
在
す
る
こ
と

自
体
が
不
自
然
な
の
で
す
が
、
そ
の

理
由
も
作
ら
れ
た
話
で
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
重
要
な
の
は
一
番

最
後
の
、
根
使
主
の
後
を
継
い
だ
の

が
坂
本
臣
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
坂
本
臣
は
７
世
紀
に
入
っ
て

台
頭
し
た
と
み
ら
れ
る
豪
族
で
、
天て
ん

武む

天
皇
が
権
力
を
握
っ
た
壬
申
の
乱

（
６
７
２
年
）
の
際
に
、
天
武
天
皇

軍
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
て
、
そ
の

地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
ま
し
た
。

そ
の
本
拠
地
は
、
飛
鳥
～
白
鳳
時
代

の
造
営
と
考
え
ら
れ
る
坂
本
寺
の
あ

る
、
和
泉
市
坂
本
付
近
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

◦
３
年
前
、
自
宅
を
訪
れ
た
勧
誘
員

に
「
今
購
読
し
て
い
る
新
聞
の
契
約

期
間
が
終
了
し
た
後
か
ら
で
い
い
」

と
言
わ
れ
、
２
年
後
か
ら
３
年
間
の

新
聞
購
読
契
約
を
し
て
、
商
品
券
を

受
け
取
っ
た
。

　

そ
の
新
聞
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
家
計
の
事
情
か
ら
こ
の
先
購
読

料
金
を
支
払
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し

い
。
解
約
を
申
し
出
た
ら
、
商
品
券

相
当
額
の
返
金
を
求
め
ら
れ
た
。
支

払
わ
な
い
と
や
め
ら
れ
な
い
の
か
。

◦
15
年
以
上
購
読
を
続
け
て
い
る
。

最
近
、
健
康
上
二
人
と
も
新
聞
が
読

め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま

で
一
度
も
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
こ

と
は
な
い
が
、
解
約
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
か
。

【
解
説
】

　

新
聞
購
読
の
契
約
は
、
い
つ
で
も

や
め
ら
れ
る
「
期
間
を
定
め
な
い
契

約
」
と
、
基
本
的
に
途
中
で
や
め
る

こ
と
の
で
き
な
い
「
期
間
を
定
め
た

契
約
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
訪

問
販
売
に
よ
り
「
期
間
を
定
め
た
契

約
」
を
し
た
場
合
、
契
約
書
を
受
け

取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
間
は
書
面

に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条

件
で
契
約
を
解
除
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
以
後
は
、
消
費
者
の

都
合
で
一
方
的
に
解
約
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
販
売
店
と
の
話
し
合
い
に

な
り
ま
す
。

　

新
聞
の
景
品
は
、
解
約
時
の
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
景
品
に
関
し
て
は
、
景
品

表
示
法
の
告
示
に
お
い
て
「
取
引
価

額
の
８
％
又
は
６
か
月
分
の
購
読
料

金
の
８
％
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
」

が
上
限
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

上
限
額
以
上
の
高
額
な
景
品
が
提
供

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
契
約
自
体

が
直
ち
に
無
効
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

高
額
な
景
品
に
つ
ら
れ
て
、
安
易

に
「
長
期
間
の
契
約
」
や
「
数
年
先

か
ら
購
読
が
始
ま
る
契
約
」
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事

例
の
よ
う
に
将
来
に
お
い
て
経
済

的
・
健
康
上
の
事
情
で
購
読
が
困
難

に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
特

に
高
齢
者
は
、
何
年
も
先
か
ら
始
ま

る
長
期
契
約
を
避
け
る
こ
と
が
無
難

で
す
。

▶
蟻
通
神
社
所
蔵
「
鼇ご
う
と
う頭

古
事
記
」
下
巻

（
貞
享
４
年
）
の
根
使
主
と
玉
縵
の
部
分



報情て育子
◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）
◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）
◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
）　

受
付
：
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分　

日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分  

診
療
科
目
：
小
児
科
、
内
科

毎月19日は「食育の日」
　毎年8月は「大阪府推進強化
食育月間」です。
　3食規則正しく食べよう。
　規則正しい食生活でさわやか
な一日を！
問合先　保健センター

一時的保育サービス
　保護者の断続的な就労や傷病など
で、急に保育が必要になったときに、
一時的に子どもを保育します。
利用時間
午前8時30分〜午後4時30分
利用料
◦0〜2歳児　1日3,000円
◦3〜5歳児　1日2,000円
場所・申込・問合先

※利用人数に限りがあり、お断り
する場合もありますので、ご了承
ください。

保 育 園 住 所 電話番号
泉佐野すえひろ 東羽倉崎町9-14 466-0300
なかよし 中庄831-5 464-5010

泉佐野ルーテル 湊3丁目13-11 463-1436
上 之 郷 上之郷1651-1 467-0793

こども園杉の子 鶴原1757 464-0379
あ お い 長滝4067 464-3466
ひ ね の 日根野7277 468-0345
清 　 和 高松東1丁目10-16 462-0972
下 瓦 屋 上瓦屋610-1 463-3359
泉 ヶ 丘 鶴原935-3 463-0041

こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713
ひ か り 南中樫井1065 465-1447
こ だ ま 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
鶴 　 原 鶴原1033 463-0065

児童扶養手当
現況届（所得状況届）の受付
　受給資格などを確認するため、
必ず期間中に受給者本人が届け出
てください。
　該当者には必要書類などの案内
を送付します。
期間　8月3日㈪〜31日㈪

【児童扶養手当】
　父母の離婚などにより、父親ま
たは母親と生計を共にしていない
児童の健やかな成長を願って、そ
の児童の保護者に支給される手当
です。
※手当を受ける人や扶養義務者

（同居の親族）に一定以上の所得
がある場合、手当の全額または一
部を停止することがあります。
届出・問合先　子育て支援課

母子家庭の母等を対象とした
職業訓練受講生募集

【介護職員初任者養成科】
期間
◦準備講習…10月23日㈮〜 29
日㈭
◦本訓練…10月30日㈮〜12月
28日㈪
場所　南海福祉専門学校（高石市
千代田6丁目12-53）
対象　ハローワークに求職登録をし
ており、ハローワーク所長の受講指
示、受講推薦または支援指示を受け
ることができる人でＡ区分またはＢ
区分のいずれかに該当する人
◦Ａ区分…生活保護受給者または
児童扶養手当受給者で福祉事務所
などを通じて当該訓練の受講を希
望する母子家庭の母など
◦Ｂ区分…就労経験のないまたは就
労経験に乏しい母子家庭の母など
定員　20人
※申込者が募集定員を上回った場
合は、Ａ区分の人を優先し、Ｂ区
分の人の中から抽選で決定
教材費　5,000円
申込　8月20日㈭〜9月10日㈭に
原則として居住地を管轄する公共
職業安定所へ
問合先　府 雇用推進室人材育成課
委託訓練グループ（☎06-6210-
9531 ホームページ：http://ww
w.pref.osaka.jp/nokai/c-kyuus
yoku/c300-bj27.html ）
※託児サービスあり、詳しくは問
い合わせてください。

麻しん・風しん混合ワクチン
（MR）予防接種
対象・期間
◦ＭＲ1期：1歳の誕生日の前日
〜 2歳の誕生日の前日
◦ＭＲ2期：平成21年4月2日〜平
成22年4月1日生まれの人で、接
種期間（各医療機関の接種日によ
り異なる）は平成28年3月末まで

問合先　保健センター

特別児童扶養手当
所得状況届の受付

　受給資格を確認するために、必
ず期間中に届出をしてください。
　受給中の人には通知します。
期間　8月11日㈫〜9月10日㈭

【特別児童扶養手当】
　身体、知的または精神に重度・
中程度の障害がある20歳未満の
児童を養育している父母または養
育者が受給できます。
※手当を受ける人の所得などに制
限があります。
届出・問合先　障害福祉総務課

乳児の結核予防接種（BCG）
日時  8月20日㈭
　　  午前9時30分〜11時
対象者　平成26年8月21日〜平成
27年3月21日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
場所・問合先　保健センター

スタートの頃からの
離乳食講習会（予約制）

　簡単に美味しくできる離乳食の
基本を紹介します。

（「3回食の頃から」の次回は9月
実施予定）
日時　8月27日㈭
　　　午後1時30分〜3時
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
場所・申込・問合先　保健センター
※講習会後、赤ちゃん相談会もし
ています。体重計測が自由にでき
ます。

　この期間を過ぎると定期接
種として接種することができ
ません。任意接種(全額自己負
担)で受ける場合は、接種費用
が約１万円必要となり健康被
害を受けた場合の対応も異な
ります｡
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市
民
競
技
大
会

　剣
道

日
時　
11
月
３
日
㈷

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

市
民
総
合
体
育
館

種
別
・
部
門　
◦
団
体
戦
（
１
チ
ー
ム

３
人
）
小
学
校
男
女
、
中
学
生
男
女

◦
個
人
戦　

小
学
２
年
生
以
下
、
小

学
３・
４
年
生
、
小
学
５・
６
年
生
、

中
学
生
男
女
、
一
般
男
女
５
段
以
下

（
高
校
生
可
）　

※
申
込
の
な
い
選
手
の
参
加
不
可

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
含
む
）

申
込　

８
月
28
日
㈮
ま
で
に
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

問
合
先　

辻
（
☎
０
９
０・８
５
３
８・

４
８
８
５
）

第2期 キッズスポーツ教室
問合先　スポーツ推進課

　泉佐野市スポーツ推進委員協議会の
スタッフが指導します。
開催日　9月5日㈯・19日㈯、10月3
日㈯・17日㈯、11月7日㈯（全5回）
場所　市民総合体育館
後援　㈶ライフスポーツ振興財団
申込・問合先　8月1日㈯〜30日㈰に受
講料を持参しスポーツ推進課へ

【Aコース】軽スポーツ（マット、ボー
ル、リズム）
時間　午後2時〜3時
対象　4歳〜就学前の子どもと保護者
定員　30組（先着順）
受講料　1組1,000円（傷害保険料含む）
※1人増につき500円追加

【Bコース】ショートテニス
時間　午後3時15分〜4時15分
対象　小学生（保護者の参加可）
定員　40人（先着順）
受講料　500円（傷害保険料含む）
※保護者参加の場合は1人につき500円
追加

第2期 スポーツ教室（各全10回）
問合先　スポーツ推進課

対象　市内在住・在勤・在学者（定員に満たない場合は市外でも可）
【のびのびスイム�・�Jr.・�】
場所　健康増進センター内プール　受講料　各500円
申込　受講料を持参し、8月22日㈯〜9月1日㈫にスポーツ推進課へ

【健康体操上之郷】
場所　上之郷構造改善センター（上之郷550-1）　受講料　3,000円
申込　受講料を持参し、8月19日㈬ 午前10時〜11時は上之郷構造改
善センターへ。8月19日㈬ 午前11時〜29日㈯はスポーツ推進課へ

注意
◦申込者が少ない
場合は、教室を中
止することがあり
ます。
◦現在妊娠してい
る人は受講できま
せん。また、受講
期間中に妊娠して
いることがわかっ
た場合は、その時
点で受講を辞退し
ていただきます。

コース 対　象 開催日 時 間 定 員
（先着順）

のびのび
スイム�

水中運動が適応する
身体障害のある人と
介助者

9/12〜
11/14の
毎週

土曜日

15：45

〜

16：35
6組

のびのび
スイム�

Jr.

水中運動が適応する
知的障害のある3歳
〜中学生と介助者

14：15

〜

15：00
10組

のびのび
スイム�

水中運動が適応する
知的障害のある高校
生以上と介助者

14：45

〜

15：35
8組

健康体操
上之郷 16歳以上

9/9〜
11/18の
毎週

水曜日

9：30

〜

10：50
30人

沿
道
を
走
る

ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

　

交
通
事
故
防
止
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大

第23回 泉州国際市民マラソン大会参加者募集
日時　来年2月21日㈰ ①フルマラソン：午前10時30分スタート
　　　　　　　　　　 ②10㎞マラソン：午前10時35分スタート
コース　スタート：浜寺公園
　　　　フィニッシュ：①りんくう公園（日本陸連公認コース）②浜寺公園
制限時間　①5時間　②1時間10分
募集人数　①5,000人（申込多数の場合は抽選）　②1,500人（先着順）
参加資格　①制限時間内に完走でき、大会当日18歳以上の健康な人
②制限時間内に完走でき、国内在住の高校生(高等学校在学者およびそれに該当する年齢)以
上の健康な人
※①②とも運営などの事情で車いすでの参加は不可
参加費　①8,000円　②一般：4,000円、高校生：2,500円
※振替用紙での申込は別途事務手数料500円が必要
申込方法
◦インターネット：9月1日㈫ 午前10時〜25日㈮ 午後5時に
ランネットホームページから　※事前登録（無料）が必要
◦専用振替用紙：9月1日㈫〜18日㈮（消印有効）に必要事
項を記入し、事務手数料を郵便振替で入金
※10㎞マラソンはインターネット（ランネット）のみ。
　専用振替用紙は8月中旬に市役所、体育館などに置く予定
問合先
◦大会に関すること：泉州国際市民マラソン事務局（☎436-3440）
◦専用振替用紙による申込に関すること：泉州国際市民マラソンパンフレット発送センター

（☎03-3714-7924）
※詳しくは、泉州国際市民マラソンホームページをご覧ください。

切
で
す
。
沿
道
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
の

み
な
さ
ん
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
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スポーツ推進課
　　　（市民総合体育館内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分

（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。



視
覚
障
害
者
向
け　
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
　利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

毎週月曜日、27日㈭は休館
【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】

開館時間　午前9時30分〜午後7時（日曜日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131

【佐野・長南公民館 図書室】
利用時間　午前9時30分〜午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 8月 9月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 8月 9月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 12日 2日

水

1時00分〜2時00分 府営鶴原中央住宅
5棟横の広場（＊1）

7日
28日 18日

金

2時10分〜3時10分

長滝町会館 12日 2日 2時20分〜3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 7日
28日 18日 3時30分〜4時30分

上大木河原織布前 12日 2日 3時50分〜4時30分 大木小学校運動場前 21日 11日 1時10分〜2時10分

日根野小学校裏門 19日 9日
30日 1時10分〜2時10分 府営長滝住宅集会所 21日 11日 2時40分〜3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 19日 9日
30日 2時40分〜3時40分 府営佐野台住宅集会所 1日

22日 12日

土

1時15分〜2時15分

佐野台小学校東門 5日
26日 16日 1時25分〜2時25分 貝田町会館 1日

22日 12日 2時30分〜3時10分

下瓦屋保育園横 5日
26日 16日 2時45分〜3時45分 新家町会館 1日

22日 12日 3時30分〜4時30分

上之郷小学校裏門 13日 10日

木

1時10分〜2時10分 樫井西町若宮神社境内 8日
29日 19日 1時00分〜2時00分

安松町会館 13日 10日 2時30分〜3時10分 府営羽倉崎住宅
中央集会所

8日
29日 19日 2時15分〜3時15分

西出町会館 6日 3日 2時20分〜3時00分 湊町会館 8日
29日 19日 3時40分〜4時30分

府営鶴原北住宅集会所 6日 3日 3時30分〜4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 15日 5日

26日 1時20分〜2時00分

日新小学校南門 14日 4日
25日

金

1時20分〜2時20分 いこらも〜る泉佐野
臨時駐車場 15日 5日

26日 2時20分〜3時20分

野々地蔵町内会館 14日 4日
25日 2時50分〜3時30分 北中ちびっこ広場 （＊2） 5日

（＊3） 3時30分〜4時30分

土丸長生会館 14日 4日
25日 3時50分〜4時30分 （＊1）…集会所周辺の工事のため、場所を変更します。

（＊2）…盆踊り会場のため、巡回を休止します。

※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。

新着図書案内
【一般書】　　　　　　　　
▶今井舞がゆく!気になる「あそこ」見聞録（今
井　舞）▶愛国者がテロリストになった日（早
坂　隆）▶しゃべらない仕事術（石田健一）
▶中高年ブラック派遣（中沢彰吾）▶パリ
ジェンヌの薬箱（神津まり江）▶パールスト
リートのクレイジー女たち（トレヴェニアン）
▶過ぎ去りし王国の城 （宮部みゆき） ▶神風
ニート特攻隊（荒川祐二）▶森は知っている（吉
田修一）▶東京近江寮食堂（渡辺淳子）

【児童書】
▶こいぬがいっぱいわんわんわん!（スーザン・
メイヤーズ）▶ちっちゃなトラックレッドく
んとイエローくん（みやにし　たつや）▶わ
たしのうさぎハッピー（なとり　ちづ）▶ね
この風つくり工場（みずの　よしえ）▶巨大
ハリケーン!（ローレン・ターシス）▶あま〜
いおかしにご妖怪？（廣田衣世）▶ぱっくん
ぱっくん（長　新太）
※上記以外の新着図書については、問い合わ
せてください。

（＊3）…地域活動準備等会場のため、9月26日は休止します。

おはなし会
　赤ちゃんから就学前の親子を対象に、絵本の読み聞かせや
楽しい手あそび、わらべうた・紙芝居などをします。
日時　8月5日㈬・19日㈬、9月2日㈬
　　　午前11時〜11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中
央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料

土曜子どもシアター
日時　8月8日㈯
　　　午後2時〜
場所　レイクアルスタープ
ラザ・カワサキ中央図書館 
2階視聴覚室
内容　「忍たま乱太郎」

　　　（78分）
定員　80人（先着順）　
※申込不要、参加無料

図書館　午
アフタヌーンキネマ

後の映画
日時　8月15日㈯
　　　午後1時30分〜
場所　レイクアルスタープ
ラザ・カワサキ中央図書館 
2階視聴覚室
内容　「宇宙戦艦ヤマト ア
ニメ劇場版」（146分）
定員　80人（先着順）　
※申込不要、参加無料
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【受付時間】
◦レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火〜日曜日（祝・休日除く） 午前9時〜午後5時15分（日曜日は午後5時まで）
◦青少年センター　月〜土曜日（祝・休日除く）午前9時〜午後5時
◦いずみさの女性センター　火〜土曜日（祝・休日除く）午前9時〜午後5時15分
◦北部・南部市民交流センター 本館　月〜金曜日（祝・休日除く）午前9時〜午後5時
◦レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火〜日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時〜午後5時
◦市民総合体育館　
火〜日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時〜午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。
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ー
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そ
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レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

文
化
・
教
養

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
２
・
２
９
３
９

Fax
４
６
４
・
０
４
０
９

■
実
用
の
書
「
上
達
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
」

～
日
常
生
活
で
頻
繁
に
使
う
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
美
文
字
を
書
こ
う
～

日
時　

９
月
16
日
㈬
・
29
日
㈫ 

午
前

10
時
～
正
午　

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
柿
花　
煌
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）　 

材
料
費　
１
０
０
円

持
ち
物　
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
黒
）、
下
敷
き

申
込　
８
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
８
月
20
日
㈭
ま
で

■
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
講
座

　

庭
で
咲
い
た
花
や
、
贈
り
物
の
花
、

記
念
の
花
な
ど
を
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で

瓶
の
中
に
封
じ
込
め
、
半
永
久
的
に
残

す
事
が
で
き
る
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
の
基

本
を
習
得
し
ま
す
。

　

花
は
ス
プ
レ
ー
バ
ラ
を
使
用
し
ま

す
。　
※
花
の
色
は
当
日
選
択

日
時　
９
月
25
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
尾
紀
子
さ
ん
（
日
本
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ト
ル
協
会
認
定
講
師
）

材
料
費　
７
０
０
円（
ボ
ト
ル
代
含
む
）

申
込　
８
月
11
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
９
月
16
日
㈬
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
４
人
・
先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

■
夏
休
み 

自
習
学
習
室
の
開
放

開
催
日　
８
月
22
日
㈯
ま
で

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

対
象　
小
・
中
学
生

※
開
放
で
き
な
い
日
・
時
間
も
あ
る
の

で
、
日
程
・
時
間
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
か
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
質
問
が
で
き
る
講
師

が
い
る
曜
日
が
あ
り
ま
す
。

■
敬
老
の
日　
～
感
謝
を
こ
め
て
プ
レ

ン
ゼ
ン
ト
づ
く
り
～

日
時　
９
月
12
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時　

対
象　
小
・
中
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費

２
８
０
円

申
込

８
月
15

日
㈯
以
降
に
電

話
で
。
材
料
費

の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
９
月

５
日
㈯
ま
で

■
１
日
楽
器
体
験
教
室　
～
バ
イ
オ
リ

ン
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
～

　
楽
譜
は
読
め
な
く
て
大
丈
夫
。
初
め

て
バ
イ
オ
リ
ン
を
さ
わ
る
人
限
定
の
楽

し
い
教
室
で
す
。

開
催
日　
８
月
23
日
㈰

時
間　
◦
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
◦
午
後
３
時
15
分
～
４
時
45
分

対
象　
小
学
生
以
上

※
初
め
て
の
人
を
優
先

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
池
上
尚
里
さ
ん 
（
泉
佐
野
市
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
講
師
）
ほ
か　

申
込　
８
月
５
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
バ
イ
オ
リ
ン
は
講
師
が

用
意
し
ま
す
。

■
あ
な
た
の
声
を
磨
く
た
め
の
基
本
的

発
声
法
を
学
ぶ

～
イ
タ
リ
ア
民
謡
「
サ
ン
タ・ル
チ
ア
」

を
歌
い
あ
げ
る
Ⅱ
～

日
時　

９
月
９
日
㈬
・
11
日
㈮ 

午
前

10
時
～
正
午
（
全
２
回
）

対
象　
16
歳
以
上

※
初
め
て
の
人
を
優
先

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
釜
田　
仁
さ
ん
（
関
西
歌
劇
団

所
属 

バ
リ
ト
ン
歌
手
）　　
　
　

持
ち
物　
飲
料
水
、
タ
オ
ル　

※
服
装
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
も
の
で

申
込　
８
月
11
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　
※
受
講
無
料

■
う
た
ご
え
喫
茶 part.4　

～
楽
し
く
歌
っ
て
気
分
爽
快
～

　
生
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
誰
も
が
知
っ
て

い
る
懐
か
し
い
歌
を
思
い
っ
き
り
歌
い

ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
時
間
＆
仲
間
と
過

ご
し
て
、
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

日
時　
９
月
８
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

講
師　
貴
志
雅
世
さ
ん
、
鎌
田
健
次
さ

文
化
・
教
養

泉
佐
野
マ
ジ
ッ
ク
同
好
会　

　

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
、
始
め
ま
せ
ん

か
！

日
時　
第
１・
３
火
曜
日

　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

問
合
先　
神
藤

（
☎
０
９
０
・
８
８
２
２
・
３
５
４
８
）

※
ク
ラ
ブ
会
費
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ん
（O

M
AKE

）

資
料
代　
３
０
０
円

持
ち
物　
飲
料
水
、
マ
ラ
カ
ス
・
タ
ン

バ
リ
ン
な
ど
（
あ
れ
ば
）

申
込　
８
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

20広報いずみさの 平成27年8月号



文
化
・
教
養

健

　康

相

　談

福

　祉

歴

　史

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

長
南
公
民
館☎

４
６
５・
０
７
８
６

Fax
４
６
５・
１
１
０
３

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

◦
午
前
の
部

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

◦
午
後
の
部

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
太
田
知
佳
子
さ
ん 

②
中
谷

恭
子
さ
ん 

③
砂
田
里
美
さ
ん

受
講
料
（
材
料
費
含
む
）

①
③
…
各
２
，
５
０
０
円

②
…
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　
①
は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

③
お
持
ち
の
メ
イ
ク
用
品

申
込　
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
8
月
）

講 

座 

名 

①
18
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

②
20
日
㈭
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
イ
ヤ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
体
験

③
21
日
㈮
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

■
絵
手
紙
教
室

～
涼
し
げ
な
絵
手
紙
～

日
時　
８
月
17
日
㈪

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

講
師

前
河
直
子
さ
ん
（
ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　
１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　
8
月
14
日
㈮
ま
で

■
長
南
公
民
館
名
画
シ
ア
タ
ー

日
時　
８
月
29
日
㈯ 

午
前
10
時
～

内
容　
「
哀
愁
」（
１
０
８
分
、
主
演
：

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
）

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
夏
の
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り

～
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
～

　
あ
な
た
も
「
ま
れ
」
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

日
時　
8
月
27
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
下
村
春
喜
さ
ん
（
ケ
ー
キ
店
店

主
）

材
料
費　
１
，
５
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ペ
テ
ィ

ナ
イ
フ

申
込　
８
月
５
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
大
切
な
人
へ
絵
手
紙
の
残
暑
見
舞
い

を
出
そ
う
！

日
時　
８
月
20
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
福
島
恵
子
さ
ん
（
長
南
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）　

材
料
費　
５
０
０
円

持
ち
物　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

申
込　

８
月
５
日
㈬

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
。
材
料
費
の
納

入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は

８
月
15
日
㈯
ま
で

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

■
夏
バ
テ
解
消
ス
タ
ミ
ナ
料
理
作
り

日
時　
８
月
28
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
小
野
永
子
さ
ん
（
健
康
管
理
士

一
般
指
導
員
）

材
料
費　
１
．
０
０
０
円　

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
２
枚

申
込　
８
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
８
月
21
日
㈮
ま
で

■
夏
休
み
！
最
後
に
、
み
ん
な
で
楽
し

む
体
験
広
場

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
体
験
集

め
ま
し
た
。

日
時　

８
月
29
日
㈯ 

午
前
10
時
～
午

後
３
時（
最
終
受
付
：
午
後
２
時
30
分)

※
ヨ
ガ
は
午
前
中
の
み
。
各
体
験
の
定

員
に
な
り
次
第
終
了
。
当
日
先
着
順(

ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
事
前
受
付
あ
り)

内
容　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
、
ジ
ュ
エ
ル
デ

コ
レ
、
押
し
花
で
ジ
ェ
ル
ア
ク
セ
、
モ

チ
ー
フ
を
使
っ
て
ガ
ー
ラ
ン
ト
・
写
真

た
て
つ
く
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
癒
し

タ
イ
ム
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
で
万
華
鏡
、
ゆ
ら
ゆ

ら
ピ
ア
ス
ま
た
は
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
き
ら

き
ら
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
季
節
の
花

の
寄
せ
植
え
、
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー

を
探
せ
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
パ
ソ

コ
ン
体
験
、
ヨ
ガ　

■
自
分
で
で
き
る
耳
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
と
て
も
手
軽
で
簡
単
な
耳
つ
ぼ
。
ダ

イ
エ
ッ
ト
、
美
肌
、
肩
こ
り
、
腰
痛
な

ど
日
常
役
立
つ
ツ
ボ
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
９
月
7
日
㈪

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
15
人(

先
着
順)

講
師　
宇
賀
万
里
子
さ
ん
（
パ
ワ
ー
ピ

ア
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
込　
８
月
６
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　
※
受
講
無
料

■
夏
休
み
！
お
う
ち
de
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
体
験
講
座

～
こ
ね
こ
ね
ア
ロ
マ
石
鹸
～

　
粘
土
の
よ
う
に
こ
ね
こ
ね
し
て
、
ク

レ
イ
や
ハ
ー
ブ
入
り
の
２
種
類
の
ア
ロ

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
体
験
講
座

～
苔
玉
風
和
風
モ
ダ
ン
ア
レ
ン
ジ
～

日
時　
９
月
14
日
㈪

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
10
人(

先
着
順)

講
師　

山
中
淳
子
さ
ん
（
ア
ト
リ
エ

PU
RE C

HILD

主
宰
）

材
料
費　
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　
８
月
７
日
㈮
～
９
月
４
日
㈮
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
。
キ
ャ
ン
セ

ル
は
９
月
４
日

㈮
ま
で

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費

の
納
入
・
キ
ャ
ン

セ
ル
は
８
月
22
日

㈯
ま
で

マ
石
鹸
を
作
り
ま
す
。

日
時　
８
月
21
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
槙　
恭
子
さ
ん
（
日
本
ア
ロ
マ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会 

ト
ッ
プ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　
８
０
０
円

申
込　

８
月
４
日
㈫
～
14
日
㈮
に
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

キ
ャ
ン
セ
ル
は

８
月
14
日
㈮
ま

で

※
都
合
に
よ
り
内
容
の
変
更
あ
り

材
料
費　
５
０
０
円
～
２
，
０
０
０
円
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文
化
・
教
養

歴

　史

相

　談

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

各
種
文
化
・
教
養

歴

　史

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

福

　祉

健

　康

■
こ
ど
も
神
楽
体
験
講
座

～
古
の
い
ず
み
さ
の
か
ら
導
く
地
元
へ

の
誇
り
と
愛
着
～

　
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
郷
土
愛

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
表

博

耀
さ
ん
（
観
光
庁
エ
ン
タ
メ
観
光
マ
イ

ス
タ
ー
）
を
講
師
に
招
い
て
、
市
民

主
体
に
協
働
で
創
生
神
楽
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
月
1
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
実

施
し
ま
す
。

　

８
月
は
、
こ
ど
も
た
ち
に
「
神
楽
」

と
は
何
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
域
の
伝
承
民
話
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
「
こ
ど
も
神
楽
体
験
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
８
月
21
日
㈮ 

時
間
・
内
容

◦
午
前
10
時
～
正
午
「
創
っ
て
み
よ
う

■
２
０
１
５　
ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ
べ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
夢
～
ゆ
め
～
」

　
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
に
登
録

す
る
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ｗ
Ｎ
）
に
よ
る
年

１
回
の
お
祭
り
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
夢
～
ゆ
め
～
」。
マ
ジ
ッ
ク
や
手

話
ダ
ン
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
夢
に
む
か
っ

て
が
ん
ば
る
元
気
を
チ
ャ
ー
ジ
し
ま

し
ょ
う
。　
※
参
加
無
料

日
時　
８
月
23
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

主
催　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｉ
Ｗ
Ｎ
）

申
込
・
問
合
先　
８
月
18
日
㈫
ま
で
に

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax

４
６
９・７
１
２
５
）
へ

※
一
時
保
育
（
１
歳
～
就
学
前
・
若
干

名
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
レ
ッ
ツ
・
パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
③
」

～
体
を
つ
く
る
た
ん
ぱ
く
質
を
上
手
に

食
べ
よ
う
～（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
「
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
男
性
」
を
応

援
し
ま
す
。

日
時　
９
月
８
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
健
康
料
理
教
室

「
涼
し
く
、
美
味
し
く
作
っ
て
夏
バ
テ

解
消
！
」

～
夏
バ
テ
は
今
の
食
事
が
原
因
で
す
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
！

日
時　
８
月
27
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　
さ
さ
み
と
梅
の
冷
製
パ
ス

タ
風
う
ど
ん
、
茄
子
の
レ
ン
ジ
チ
ー
ズ

焼
き
、
牛
肉
と
ゴ
ー
ヤ
の
味
噌
炒
め
、

じ
ゃ
が
芋
と
カ
ニ
か
ま
の
甘
酢
和
え

対
象　
自
身
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

栄
養
や
料
理
を
学
び
た
い
人

定
員　
22
人
（
先
着
順
）

講
師　
三
澤
律
子
さ
ん

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　
８
月
５
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

メ
ニ
ュ
ー　
鶏
ア
ス
パ
ラ
ロ
ー
ル
の
レ

ン
ジ
蒸
し
、
和
風
か
に
玉
ご
飯
、
焼
き

厚
揚
げ
の
中
華
風
サ
ラ
ダ
、
水
よ
う
か

ん対
象　
料
理
や
健
康
に
関
心
の
あ
る
男

性定
員　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
三
澤
律
子
さ
ん

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　
８
月
５
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
泉
佐
野
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

第
38
回
定
期
演
奏
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
メ
ン
バ
ー
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
つ
む
ぎ
だ
す
音
楽
を
、

ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
６
日
㈰ 

午
後
２
時
～

（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
エ
ブ
ノ
泉
の
森 

大
ホ
ー
ル　

指
揮　
橋
本
徹
雄

曲
目　
喜
歌
劇「
軽
騎
兵
」序
曲（
ス
ッ

ペ
）、
シ
ネ
マ
名
曲
集
（
ヘ
ン
リ
ー
・

マ
ン
シ
ー
ニ
）、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン

交
響
楽 

戦
闘
組
曲
よ
り（
鷺
巣
詩
郎
）、

交
響
曲 

第
２
番 

ホ
短
調op.27

（
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
）

問
合
先　
生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９
・

７
１
２
０
）　

※
入
場
無
料

物
語
」

◦
午
後
２
時
～
４
時
「
舞
っ
て
み
よ
う

神
楽
」

場
所　
泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館
（
新

川
家
住
宅
）

対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生
以
下

※
保
護
者
も
世
話
役
と
し
て
参
加
可

定
員　
15
人
（
先
着
順
）　

申
込
・
問
合
先　
ま
ち
の
活
性
課

（
☎
４
６
９・
３
１
３
１
）

※
参
加
無
料

団
員
募
集
中
！

　

市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
人

で
も
Ｏ
Ｋ
！

バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

相　
談

■
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
特
設
法
律
相
談

　

離
婚
に
関
す
る
相
談
や
暴
力（
Ｄ
Ｖ・

ス
ト
ー
カ
ー
・
セ
ク
ハ
ラ
・
性
暴
力
な

ど
）
被
害
に
関
す
る
相
談
を
、
女
性
の

抱
え
る
問
題
に
詳
し
い
女
性
弁
護
士
が

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
５

時　

※
１
人
25
分
間

場
所　

岬
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー

対
象　

泉
佐
野
・
熊
取
・
田
尻
・
泉
南
・

阪
南
・
岬
の
各
市
町
に
在
住
・
在
勤
の

女
性

定
員　

８
人
（
完
全
予
約
制
・
先
着
順
）

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
‐

り
ん
く
う

申
込
・
問
合
先　

８
月10
日
㈪ 

午
前
９

時
以
降
に
電
話
で
、
岬
町
人
権
推
進
課

（
☎
４
９
２・２
７
７
３ 

）
へ

※
一
時
保
育
（
１
歳
児
〜
就
学
前
）
あ

り
、
希
望
者
は
８
月
19
日
㈬
ま
で
に

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。
22広報いずみさの 平成27年8月号



健

　康

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

福

　祉

歴

　史

相

　談

健　
康

保
健
セ
ン
タ
ー☎

４
６
３・
６
０
０
１

Fax
４
６
１・
４
５
７
１

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　
手
軽
に
安
全
に
で
き
る
運
動「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
仲
間
と
「
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
」
で
歩

き
ま
し
ょ
う
！

日
時　

８
月
10
日
㈪ 

午
前
９
時
30
分

～
10
時
30
分　
※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　
大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

■
元
気
に
体
操 

い
ち 

に
ぃ 

さ
ん
！

～
ロ
コ
ト
レ
～

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

の
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
㈪ 

午
前
10
時
～
11
時

対
象　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
で

き
る
も
の
で

■
健
康
教
室

「
血
糖
値
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
が
気
に

な
る
あ
な
た
へ
」

～
医
学
的
見
地
よ
り
お
役
に
立
つ
情
報

を
お
届
け
し
ま
す
！
～

■
認
知
症
講
演
会

「
認
知
症
と
向
き
合
う
」

～
そ
の
時
、
あ
な
た
は
、
家
族
は
、
周

り
の
人
は
？
～（

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

９
月
16
日
㈬ 

午
前
10
時
～
11

時
30
分
（
開
場
：
午
前
９
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

講
師　
佐
藤
眞
一
さ
ん
（
大
阪
大
学
大

学
院 

人
間
科
学
研
究
科 

教
授
）

申
込　
８
月
４
日
㈫
以
降
に
電
話
ま
た

は
、
住
所
・
氏
名
・
昼
間
に
連
絡
の
つ

く
電
話
番
号
・「
認
知
症
講
演
会
」
を
記

入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
、e
メ
ー
ル
（hoke

n-c@
city.izum

isano.lg.jp

）
で

※
参
加
無
料 （

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、
か
ら

だ
に
い
い
こ
と
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！　

　
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
な
ど
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
10
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

講
師　
貴
志　
豊
さ
ん
（
泉
佐
野
泉
南

医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　
健
康
手
帳
・
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
（
あ
れ
ば
）

申
込　
８
月
10
日
㈪
以
降
に

※
受
講
無
料

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

～
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
～

日
時　
８
月
24
日
㈪ 

午
前
10
時
～
11
時

対
象　
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
で

き
る
も
の
で

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

歴　
史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
特
別
展
示
「
郷
土
の
画
家
た
ち
」

～
人
物
画
を
中
心
に
～

　
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
で
は
、
泉
佐
野

市
出
身
の
画
家
の
作
品
を
数
多
く
収
蔵

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
根
対
山
・
小

川
翠
村
・
向
井
久
万
・
森
嶋
忠
夫
は
、

本
市
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
す
ぐ
れ
た
作
品
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
館
蔵
品
の
な
か

か
ら
、
彼
ら
4
人
の
作
品
を
、
人
物
画

を
中
心
に
と
り
あ
げ
ま
す
。

期
間　
８
月
８
日
㈯
～
10
月
12
日
㈷

主
な
展
示
資
料　
舞
妓
小
憩
（
森
嶋
忠

夫
）・
唐
美
人
図
（
日
根
対
山
）
ほ
か

※
入
場
無
料

■
い
ず
み
さ
の
検
定

　
平
成
25
・
26
年
度
に
続
き
、
3
回
目

の
い
ず
み
さ
の
検
定
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　
11
月
3
日
㈷

場
所　
市
役
所 
５
階
理
事
者
控
室

　
昨
年
度
と
同
様
に
、
1
・
2
・
3
級

の
各
級
に
分
け
て
、検
定
を
行
い
ま
す
。

検
定
問
題
は
、
事
前
に
販
売
す
る
テ
キ

ス
ト
か
ら
出
題
し
ま
す
。
各
級
の
検
定

の
合
格
者
に
は
「
い
ず
み
さ
の
通
」
の

認
定
証
を
授
与
し
ま
す
。

【
テ
キ
ス
ト
販
売
】

期
間　
９
月
１
日
㈫
～
10
月
31
日
㈯

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
、
教
育

総
務
課
、
ま
ち
の
活
性
課

価
格　
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。（
無
料
）

詳
し
く
は
、
い
ず
み
さ
の
検
定
の
ポ
ス

タ
ー
お
よ
び
チ
ラ
シ
を
、
各
公
共
施
設

に
て
8
月
中
旬
か
ら
掲
出
・
配
布
し
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
根
荘
講
座

「
日
根
荘
の
世
界
を
楽
し
む
」

　
日
根
荘
の
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
を

紹
介
し
ま
す
。

▲舞妓小憩

　

前
半
２
回
は
座
学
で
遺
跡
・
景
観
・

資
料
に
つ
い
て
学
び
、
後
半
は
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
市
内
遺
跡
の
鳥
瞰
図
を
作

成
し
ま
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈭
、
９
月
3
日
㈭
・

17
日
㈭
、
10
月
１
日
㈭ 

午
後
１
時
30

分
～
３
時
（
全
４
回
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

資
料
代　

２
０
０
円

申
込　
８
月
２
日
㈰
以
降
に

■
新
川
家
教
室

◦
木
彫
り
教
室
…
８
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

◦
仕
舞
・
謡
曲
…
８
月
18
日
㈫
、
9
月

１
日
㈫ 

午
後
１
時
30
分
～

◦
フ
ル
ー
ト
教
室
…
８
月
20
日
㈭
、
９

月
３
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
～

申
込　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　
８
月
８
日
㈯ 

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

文
化
・
教
養
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各
種
健
康

■
は
じ
め
ま
し
ょ
う
介
護
予
防
！

銭
湯
で
健
康
づ
く
り

～
認
知
症
予
防
～

　
泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
で
地
域
健

康
教
室
（
30
分
程
度
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
終
了
後
に
無
料
で
入
浴
も
で
き

ま
す
。開催日 場　所 定 員

（先着順）

8月
13日㈭ 

白水湯
（鶴原2丁目6-25）

男女
各20人

20日㈭ 羽倉崎温泉
（東羽倉崎町6-10）

男女
各25人

27日㈭ なごみ湯
（笠松1丁目3-23） 40人

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

健　
康
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

■
第
４
回
泉
州
が
ん
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
希
望
あ
ふ
れ
る
が
ん
治
療
」

日
時　
９
月
６
日
㈰ 

午
後
１
時
開
演

場
所　
エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

内
容
（
講
演
）

◦
「
胃
・
大
腸
・
肝
・
乳
・
甲
状
腺
が

ん
に
つ
い
て
」

◦「
肺
が
ん
の
現
状
と
化
学
療
法
」「
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割 

～
効

果
的
な
社
会
資
源
の
活
用
～
」「
が
ん

医
療
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割 

～
が

ん
看
護
外
来
を
通
し
て
～
」

◦
「
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
」「
機
能

温
存
を
目
指
し
た
頭
頸
部
が
ん
治
療
」

「
あ
き
ら
め
な
い
頭
頸
部
が
ん
治
療 

～

完
治
を
目
指
す
様
々
な
工
夫
～
」

定
員　
４
０
０
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
州
が
ん
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

申
込　
８
月
21
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
件
名
に
「
泉
州
が

ん
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
明
記
）
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、参
加
人
数
、質
問
事
項
（
任
意
）

を
記
入
し
、
〠
５
９
４・
０
０
７
１ 

和

泉
市
府
中
町
４
丁
目
10
番
10
号 

和
泉

市
立
病
院
内 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
州
が

ん
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
「
泉

州
が
ん
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
係
（
Fax

０
７
２
５・４
６・３
５
３
５
）
へ

問
合
先　
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー 

医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
（
☎
４
６
９
・

３
１
１
１
）

※
参
加
無
料

　

８
月
の
市
民
大
学
健
康
講
座
・

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
は
休
講
し

ま
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家
族

問
合
先　
高
齢
介
護
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
第
9
回

関
節
リ
ウ
マ
チ
医
療
相
談
会

～
最
新
治
療
・
社
会
保
障
・
日
常
生
活

に
つ
い
て
講
演
と
相
談
会
～

日
時　
９
月
12
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

※
終
了
後
、
希
望
者
は
個
別
相
談
可

対
象　
市
内
在
住
の
リ
ウ
マ
チ
患
者
と

家
族
、
介
護
関
係
者
な
ど　
　
　
　

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

講
師　
古
妻
達
夫
さ
ん
、
南　
尚
孝
さ

ん
、
山
出
有
彩
さ
ん
、
常
國
秀
平
さ
ん

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
15
分
間
の
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で

血
行
を
促
進
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
？

日
時　
８
月
25
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
時
間
内
な
ら
、
い
つ
で
も
参
加
可

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込　
８
月
５
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

ほ
か

申
込　
８
月
11
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　
※
受
講
無
料

■
男
女
共
同
参
画
ひ
ろ
め
隊 

月
一
ラ

ジ
オ
体
操
会
＆ 

「
秋
桜
の
咲
く
日
」
映

画
会
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

空
気
の
読
め
な
い
発
言
を
し
た
り
、

指
示
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い
な
ど

「
目
に
見
え
に
く
い
違
い
」
の
一
つ
と

し
て
発
達
障
害
が
あ
り
ま
す
。

　
人
間
も
「
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
」
の
よ

う
に
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
一
人
ひ
と

り
違
う
。
違
う
か
ら
こ
そ
、
組
み
合
わ

せ
る
と
面
白
い
。「
違
い
」
が
生
み
出

す
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
緒
に
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
9
月
7
日
㈪

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　
人
権
推
進
課

※
参
加
無
料
。
服
装
は
体
操
の
で
き
る

も
の
で

■
第
68
回
市
民
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

９
月
27
日
㈰ 

午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
予
定
）　

※
雨
天
決
行
（
目

的
地
変
更
の
場
合
あ
り
）

集
合
・
解
散
場
所　
市
役
所
玄
関
前

※
目
的
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動

行
き
先　
神
戸
布
引
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
（
坂
道
が
多
い
コ
ー
ス
で
す
）

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
80
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　
１
人 

１
，
０
０
０
円

申
込・問
合
先　
８
月
28
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〠
５
９
８・
８
５
５
０ 

泉
佐

野
市
役
所 

国
保
年
金
課 

「
第
68
回
市

民
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
係
へ

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
４
人
ま
で
申
込

可
。
重
複
、
１
枚
で
５
人
以
上
、
往
復

ハ
ガ
キ
以
外
で
の
申
込
の
場
合
は
無
効

公
開
抽
選
会　
９
月
１
日
㈫ 

午
前
10
時

～ 

市
役
所 

４
階
庁
議
室

※
返
信
ハ
ガ
キ
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
当
選
者
は
９
月
17
日
㈭
ま
で
に

参
加
費
と
当
選
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
う
え

国
保
年
金
課
へ

相

　談

文
化
・
教
養

歴

　史

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

福

　祉

健

　康
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福

　祉

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

歴

　史

相

　談

健

　康

文
化
・
教
養

福　
祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

い
ず
れ
も

申
込
は
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会
「
の
い
ち
ご
」

～
お
楽
し
み
会
～

　
利
用
会
員
と
提
供
会
員
の
交
流
会
で

す
。
会
員
以
外
の
参
加
も
大
歓
迎
！

日
時　
８
月
20
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

多
目

的
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

参
加
費　

２
０
０
円
（
会
員
無
料
・
当

日
入
会
可
）

※
申
込
不
要

■
こ
こ
ろ
に
や
さ
し
い
タ
ッ
チ
ケ
ア

開
催
日
・
内
容

①
８
月
８
日
㈯
・
27
日
㈭
…

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
手
遊
び
歌

②
８
月
20
日
㈭
…

キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
手
遊
び
歌

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

和
室

対
象　
①
生
後
３
ヵ
月
～
10
ヵ
月
前
後

の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

②
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　
各
６
組
（
先
着
順
）

講
師　
北
川
浩
美
さ
ん
（
関
西
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト・フ
ォ
ー
ラ
ム
認
定
講
師
）

参
加
費　
各
７
０
０
円
（
会
員
５
０
０

円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト

申
込　
８
月
３
日
㈪
以
降
に
電
話
で

各
種
福
祉

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

日
時　
８
月
26
日
㈬

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階

問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
愛
の
献
血

　
４
０
０
ml
献
血
限
定
で
す
。

開
催
日
・
場
所　

◦
８
月
１
日
㈯
・
り
ん
く
う
プ
レ
ジ
ャ

ー
タ
ウ
ン
シ
ー
ク
ル
（
協
力
：
泉
佐
野

青
年
会
議
所
） 

◦
８
月
22
日
㈯
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根

野
（
協
力
：
泉
佐
野
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

問
合
先　
障
害
福
祉
総
務
課

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

■
流
し
そ
う
め
ん
パ
ー
テ
ィ
ー

そ
う
め
ん
と
か
き
氷
を
作
っ
て
、
親

子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
８
月
21
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

和
室
・
料
理
室

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　
10
組
（
先
着
順
）

講
師　
北
川
浩
美
さ
ん
（
栄
養
士
）

参
加
費　
７
０
０
円（
会
員
５
０
０
円・

当
日
入
会
可
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
だ
っ
こ
ひ
も
ま
た
は
ベ
ビ
ー
カ
ー

申
込　
８
月
10
日
㈪
以
降
に
電
話
で

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am

m
a caffè

（
マ
ン
マ 

カ
フ
ェ
）

「SO
RRISO

 BEA
TO

」（
ソ
ッ
リ
ー

ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：
至
福
の
微
笑
）

　
子
育
て
情
報
誌
「
さ
の
キ
ッ
ズ
」
編

集
長
の
川
上
智
子
さ
ん
が
子
育
て
の
情

報
も
提
供
し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日
㈮ 

午
前
10
時
～
午

後
２
時
（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

料
理
室
・
和
室

対
象　
妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円（
会
員
１
０
０
円・

当
日
入
会
可
）

持
ち
物　
弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要

　
子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　
※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
子
育
て
支
援
課
、
交

流
会
会
場
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ
月
健

康
診
査
会
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
小
地
域
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座　
～
安
心
と
い
う
救
援
物
資
を
届
け

ま
せ
ん
か
！
～

　
私
た
ち
の
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
寝
た
き
り

高
齢
者
を
抱
え
る
世
帯
、障
害
者（
児
）、

そ
ん
な
人
た
ち
に
少
し
支
援
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
で
共
に
暮
ら
し
て
い

る
街
づ
く
り
を
目
指
す
の
が
小
地
域
福

祉
活
動（
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
）

で
す
。

日
時　
８
月
11
日
㈫　

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

３
階

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

講
師　
鈴
木
大
介
さ
ん
（
甲
南
女
子
大

学
）

問
合
先　
泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４・
２
２
５
９
）

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料
。
受
講
者
に

は
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

■
親
子
で
楽
し
く
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
講
座

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
11
日
㈮
・
18
日
㈮
・
25
日

㈮ 

午
前
10
時
～
正
午
（
全
３
回
）

対
象　
全
回
受
講
で
き
る
２
ヵ
月
～
１

歳
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母
親

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

定
員　
８
組
（
先
着
順
）

講
師　
上
之
郷
谷
邦
枝
さ
ん
（
ロ
イ
ヤ

ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
認
定
講
師
）

材
料
費　
１
回
８
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ
ん
の

飲
み
物
、
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ

申
込　
８
月
10
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
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福

　祉

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

文
化
・
教
養

歴

　史

相

　談

健

　康

福　
祉
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
金
婚
を
祝
う
会

日
時　
11
月
13
日
㈮

場
所　
ザ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
テ
ラ
ス

申
込
・
問
合
先　
８
月
31
日
㈪
ま
で
に

印
鑑
、
戸
籍
謄
本
（
本
籍
地
が
市
外
の
場

合
の
み
）
を
持
参
し
、
高
齢
介
護
課
へ

※
参
加
希
望
の
夫
婦
は
、
必
ず
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
広
報
７
月

号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
1
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト 

～
お
か
げ
さ
ま
で
1
周
年
。
公
園
の
愛

称
が
決
ま
り
ま
す
～

21
世
紀
に
オ
ー
プ
ン
し
た
19
番
目
の

府
営
公
園
、
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
は
、
お

か
げ
さ
ま
で
１
周
年
を
迎
え
ま
す
。
開

園
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
公
園

の
愛
称
決
定
セ
レ
モ
ニ
ー
、
資
機
材
の

展
示
・
撮
影
会
や
竹
き
り
体
験
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
８
月
30
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

※
小
雨
決
行
（
荒
天
時
は
中
止
）

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上

之
郷
90
番
地
）　
※
無
料
駐
車
場
あ
り

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
創

立
10
周
年
記
念
ツ
ア
ー

第
８
回
「
食
」
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

～
涼
を
求
め
て
犬
鳴
山
七
宝
瀧
寺
参
道

の
渓
谷
を
歩
く
～

　
渓
谷
の
涼
風
と
森
林
浴
が
楽
し
め
ま

す
。
犬
鳴
伝
説
や
渓
谷
の
草
木
に
つ
い

て
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
昼
食
は
川
原
で
名

物「
イ
ヌ
ナ
キ
ン
弁
当
」を
食
べ
ま
す
。

※
こ
の
ツ
ア
ー
は
犬
鳴
ポ
ー
ク
と
地
場

食
材
を
使
っ
た
「
イ
ヌ
ナ
キ
ン
弁
当
」

付
で
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
ず
み
さ
の
」

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
者
を

対
象
に
、
専
門
職
と
互
い
に
交
流
で
き

る
茶
話
会
で
す
。

日
時　

８
月
28
日
㈮
、
９
月
18
日
㈮
、

10
月
30
日
㈮
、
11
月
20
日
㈮ 
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

問
合
先　
泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４・
２
９
７
７ 

Fax
４
６
２・５
４
０
０
）

※
申
込
不
要
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
チ
ャ
ス
ク
ー
ル

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
も

な
っ
て
い
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」。
年
齢
や

障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
み
ん
な
で
楽
し

め
る
競
技
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時　
９
月
11
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

講
師　
曽
根
裕
二
さ
ん
（
大
阪
体
育
大

学 
健
康
福
祉
部
講
師
）　

申
込
・
問
合
先　

９
月
９
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６
４・

２
２
５
９
）
へ　
※
受
講
無
料

ス
ポ
ー
ツ

■
大
阪 

泉
州
タ
オ
ル
の
日キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

　

大
阪
タ
オ
ル
工
業
組
合
で
は
、「
泉

州
タ
オ
ル
」
の
広
報
PR
を
目
的
に
大
阪

「
泉
州
タ
オ
ル
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
開
催
し
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
泉
州
タ
オ
ル

１
０
，
０
０
０
枚
」
を
無
料
配
布
し
ま

す
。

　

泉
州
タ
オ
ル
の
即
売
も
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
８
月
30
日
㈰

時
間
・
内
容

◦
午
前
10
時
30
分
～
・
セ
レ
モ
ニ
ー

◦
午
前
11
時
～
・
タ
オ
ル
配
付

※
時
間
変
更
の
場
合
あ
り

場
所　

関
西
国
際
空
港 

北
イ
ベ
ン
ト

広
場
（
関
空
夏
ま
つ
り
内
）

問
合
先　
大
阪
タ
オ
ル
工
業
組
合

（
☎
４
６
４・
４
６
１
１
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
'15
関
西
国
際
空
港 

航
空
教
室

日
時　
８
月
21
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
国
土
交
通
省 

大
阪
航
空
局 

関

西
空
港
事
務
所（
管
制
塔
の
あ
る
建
物
）

１
階
講
堂

内
容　

講
演
「
航
空
の
お
仕
事
」、
お

楽
し
み
抽
選
会

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

定
員　
１
０
０
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

講
師　
航
空
管
制
官
、Ｊ
Ａ
Ｌ
整
備
士
、

客
室
乗
務
員
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
予
定
）

日
時　

８
月
16
日
㈰ 

午
前
９
時
40
分

～
午
後
３
時
（
予
定
）

※
雨
天
中
止
（
当
日
午
前
７
時
に
降
水

確
率
50
％
以
上
の
場
合
は
中
止
）

集
合
・
解
散
場
所　
犬
鳴
山
バ
ス
停

コ
ー
ス　
集
合
→
両
界
の
滝
→
大
護
摩

場
→
塔
の
滝
→
義
犬
の
墓
→
志
津
の
涙

水
→
身
代
不
動
明
王
→
行
者
の
滝
→

（
川
原
で
イ
ヌ
ナ
キ
ン
弁
当
）
→
修
験

道
資
料
館
→
解
散

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

６
０
０
円
（
小
学
生
以
下

１
０
０
円
・
イ
ヌ
ナ
キ
ン
弁
当
無
し
）

持
ち
物　
飲
物
、
雨
具
、
敷
物
な
ど

申
込
・
問
合
先　
午
前
10
時
～
午
後
４

時
に
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
☎
４
５
８・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５・
１

４
２
７ e-m

ail : sanonoeem
on@

ri
nku.zaq.ne.jp)

へ

※
当
日
の
催
行
確
認
は
午
前
８
時
以
降

に
☎
０
８
０・
３
８
５
５・
３
９
０
１
へ

問
合
先　
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
☎
４
６
７・
２
４
９
１ 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
：http://izum

isano-kyury
o.jp/

）

※
申
込
不
要
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て

は
、
有
料
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

８
月
15
日
㈯
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
返
信
用
に
も
）、

年
齢
（
同
伴
者
の
あ
る
場
合
は
そ
の

人
の
氏
名
・
年
齢
も
）、
電
話
番
号
、

希
望
す
る
航
空
教
室
名
を
記
入
し
〠

５
９
８・
０
０
０
１ 

上
瓦
屋
３
９
２
番

地
の
１ 

関
西
翼
の
会
「
航
空
教
室
」

係
（
☎
４
６
３・
０
０
０
５
）
へ

※
受
講
無
料
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そ
の
他

文
化
・
教
養

歴

　史

相

　談

福

　祉

健

　康

ス
ポ
ー
ツ

採用・募集

泉佐野市
子ども・子育て会議の委員
　「子ども・子育て支援事業計画」
および「次世代育成支援行動計
画」の進捗状況などについて審
議・協議する委員を募集します。
募集人数　4人
応募資格　平成7年8月1日以前
に生まれた市内在住・在勤者
※国および地方公共団体の議会
の議員、市職員、市立小・中学
校に勤務する職員除く
任期　委嘱日から2年間
申込・問合先　8月25日㈫（当
日消印有効）までに「これから
の子育て支援について必要なこ
と」をテーマにした作文（800
字程度・形式自由）に、住所、
氏名、生年月日、電話番号を記
入し、郵送、eメールまたは持参
で〠598-8550 泉佐野市役所 子
育て支援課（jidou@city.izumis
ano.lg.jp）へ
※選考結果は9月中旬までに通知

市民企画講座
～熱意と向上心をもって市民の
ために役立ちたいというみなさ
んのために～
　自ら講師として活動を始めた
いと考えている人が、経験を積
む機会として市民企画講座を募
集しています。
対象　市内在住者および市内に
活動拠点のある個人・団体（グ
ループ）
※市や公的機関から補助を受け
ている団体（グループ）を除く
条件　市民の生涯学習に貢献す
る内容のもの
※その他10項目の条件あり
申込・問合先　レイクアルスター
プラザ・カワサキ生涯学習セン
ター（☎469-7120）
※詳しくはホームページをご覧
いただくか、問い合わせてくだ
さい。

泉佐野市社会福祉協議会
職員

【社会福祉士】
受験資格　昭和55年4月2日以降
に生まれ、社会福祉士資格およ
び普通運転免許を有する人

【主任介護支援専門員】
受験資格　昭和39年4月2日以降
に生まれ、主任介護支援専門員
資格または研修受講資格者、お
よび普通運転免許を有する人

いずれも
業務内容　社協業務など
採用予定人数　各1人
試験日
◦1次試験（筆記・作文）…

9月20日㈰
◦2次試験（面接）…9月27日㈰
※１次試験合格者のみ
採用予定日　10月1日以降
申込・問合先　8月3日㈪〜9月
11日㈮（土・日曜日除く）の午
前9時〜午後5時に社会福祉協議
会（☎464-2259）へ
※募集要項はホームページ（htt
p://izumisanoshakyo.or.jp/）
からダウンロードもできます。該
当者のない場合は随時行います
ので問い合わせてください。

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

■
小
学
生

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
②

　
野
外
料
理
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

日
時　

９
月
５
日
㈯ 

午
前
10
時
集
合
、

９
月
６
日
㈰ 

午
後
３
時
解
散
（
予
定
）

場
所

稲
倉
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

集
合
・
解
散
場
所

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

対
象　
小
学
生

定
員　
24
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　
１
，
５
０
０
円
（
材
料
費
・

保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
先　

８
月
４
日
㈫
～
14
日

㈮
（
必
着
）
に
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信

用
に
住
所
、
氏
名
（
よ
み
が
な
）
、
性

別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
小
学
校

名
、
学
年
、
返
信
用
に
住
所
、
氏
名
を

必
ず
記
入
し
、
〠
５
９
８
・
０
０
６

２ 

泉
佐
野
市
下
瓦
屋
２
２
２
番
地
の

１ 

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館 

「
小
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン

プ
」
係
（
☎
４
６
９
・
１
１
１
０
）
へ

※
複
数
の
応
募
や
連
名
で
の
応
募
な

ど
、
記
載
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

無
効
。
結
果
は
返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.oyw
s.com

/

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

放送大学 10月生
　放送大学はテレビなどの放送
やインターネットを利用して授
業を行う通信制の大学です。
　心理学、福祉、経済、歴史、文学、
自然科学、情報など、幅広い分
野を学べます。
出願期間　
◦第1回…8月31日㈪まで
◦第2回…9月20日㈰まで
問合先　放送大学大阪学習セン
ター（☎06-6773-6328）
※申込先など詳しくはホーム
ページ（http://www.osaka-ouj.
jp/）をご覧ください。
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このマークがついている画像は、スマー
トフォンなどのアプリをインストールす
ることで、動画も見ることができます。
※動画を見るには、右記のQRコードよ
り市のホームページにアクセスし、AR

（拡張現実）技術を使った無料アプリ
「Aurasma」をダウンロードしてください。
（ ア ド レ ス ）http://www.city.izumisano.
lg.jp/shiho/AR.html

このQRコードからもアクセスできます▶

スポーツ大使の大山加奈さんが日根野中で講演会
　　　1月に本市のスポーツ大使に就任していただい
たバレーボール元日本代表の大山加奈さんによる講演
会が6月23日㈫に日根野中学校で開催され、新しく完
成した体育館で全校生徒や保護者に貴重な体験談を話
していただきました。講演会の後、クラブ生
を対象にしたバレーボール教室もあり、参加
した生徒たちは楽しそうに指導を受けていま
した。

JTマーヴェラス バレーボール教室
　　V・チャレンジリーグ所属の「JTマーヴェラス」
のみなさんによる市内5中学校のクラブ生などを対象
にしたバレーボール教室が、6月13日㈯に市民総合体
育館で行われました。6人の選手や吉原監督ほかによ
るトップアスリートの指導で、参加した生徒たちは、
一生懸命汗を流していました。また終了後
のサイン会では、各選手の前にサインを求
める生徒たちで長蛇の列ができていました。

JICAボランティアが出国を前に表敬訪問
　　6月25日㈭、JICA（独立行政法人 国際協力機構）
ボランティアとしてアフリカのウガンダに派遣される
本市在住の田中　良さん（27歳）が、市役所を表敬訪
問しました。派遣期間は6月から2年間で、田中さんは
自身の経験を生かして、ウガンダのムバレ県で現地の
農家に稲作栽培の知識、技術を指導します。

パワーリフティングで6度目の優勝
　　　日根野在住の藤原信昭さんが、「第33回全日本
マスターズパワーリフティング選手権大会」の「男子
マスターズⅠ・66kg級」で6回目となる優勝を果たし
たことを千代松市長へ報告に来ていただきました。世
界大会にも出場されるということで、さらによい報告
がいただけるよう今後の活躍に期待しています。

佐野中学校創立40周年記念の花壇づくり
　　　6月20日㈯、佐野中学校の青少年指導員が中心
となって結成された「とんぼの会」が、佐野中学校の
創立40周年を記念した花壇づくりを行いました。参加
した生徒や先生、指導員のみなさんなどの共同作業で、

「40th」の花文字が鮮やかに浮かび上がった花壇が完
成しました。

AR
動画

AR
動画

AR
動画

いずみさのフォトニュース
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給水60周年を記念したペットボトル入り飲料水
　　　本市の給水60周年を記念し、浄水場（日根野）
でできたての水を、おいしさをそのままペットボトル
にとじこめました。ラベルには、「イヌナキン」がデ
ザインされたカラフルなイラストを採用しています。
常温で2年間の保存が可能ですので、災害用の備蓄水
としても使用できます。（市が関係するイベントなど
で配布し、販売する予定はありません。）

大相撲泉佐野場所の開催が決定
　　　来年4月5日㈫の「大相撲泉佐野場所」開催に向
けて、泉佐野市観光協会会長の東條仁哲氏が勧進元と
なり、千代松市長が立会いのもと、公益財団法人 日本
相撲協会 巡業部の高崎親方との契約式が、市役所で行
われました。

社会を明るくする運動 第65回社明大会
　　　エブノ泉の森小ホールにおいて、「社会を明る
くする運動」の一環として、社明運動の趣旨に賛同す
る多くのみなさんの参加による住民の集いが開催され
ました。オープニングの新池中学校吹奏楽部の演奏に
はじまり、第1部では式典と小・中学生による社明作
文の発表などがあり、第2部ではフリーアナウンサー
の桑原征平さんよりご講演をいただきました。

NHK人気講師・アシスタントによるラジオ体操
　　　7月4日㈯、東京からNHKテレビ・ラジオ体操
の人気講師、多胡　肇さんとアシスタントの原川　愛
さんを招いて、生涯学習センター・スポーツ推進課・
保健センター主催による「市民ラジオ体操」が、市民
総合体育館でにぎやかに開催されました。
子どもから大人までたくさんの人が参加
し、元気にさわやかな汗を流していました。

AR
動画

いずみさのフォトニュース

■連続ドラマ「一生犬鳴GO!GO!イヌナキン」がJ:COMで復活！
　7月よりJ:COMチャンネル（11ch）で、毎週金曜日の午後7時から15分間、昨年度
に制作した連続特撮ドラマ「一生犬鳴GO!GO!イヌナキン」が放送されています。ド
ラマの中で市内の観光地なども紹介しており、関西エリアで視聴できますので、シティ
プロモーションの効果も期待できます。

■イヌナキンがFacebook、Twitterに続き、LINE（ライン）での情報発信も開始！
　LINE株式会社が運営するコミュニケーションアプリ「LINE(ライ
ン)」に、イヌナキンのLINE@の公式アカウントを開設し、運営を開
始しています。Facebook、Twitterに続き、SNSを活用してイヌ
ナキンに関する情報を発信していきますので、ぜひご登録ください！

（ご利用には、LINEの「利用登録」をし、イヌナキンを「友だち登録」
することが必要です。）

【LINEスタンプも販売中！】
　イヌナキンのLINE用のスタンプも発売されています。LINEスタンプは、メッセージの文章に添えて、感情な
どを表現するイラストです。スタンプの種類は40種類。50コイン（120円）で、LINEストアから購入できます。
※利用方法・購入方法など詳しくは、市ホームページから「イヌナキンハウス」をご覧ください。

　一生犬
鳴！

©ゆでたまご／泉佐野市
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泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（6月受付分）

◦10万円　人生道場
◦4,101円　朝日新聞サービス
アンカー ASA熊取佐野東

青年会議所セミナー
～魅力あふれる、信頼される　

第一印象の磨き方～
日時　8月22日㈯ 午後6時30分
〜8時45分（開場：午後6時）
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ生涯学習センター 1階
多目的室
定員　150人（先着順）
問合先　公益社団法人 泉佐野青
年会議所（☎463-3947）
※申込不要、参加無料

介護職員初任者研修（通信
コース）受講生募集

（大阪府知事指定介護員養成研修
事業者番号 143）
受講期間　9月1日㈫〜11月30
日㈪
受講資格　介護サービスに従事
することを希望する人
定員　20人（先着順）
受講料　70,000円（テキスト代・
消費税含む）
申込・問合先　8月1日㈯〜15
日㈯の午前10時〜午後5時に募
集要項を請求のうえ、申込ハガ
キに必要事項を記入し、郵送ま
たは持参で、社会福祉法人 水平
会ホライズン介護職員初任者研
修係（〠598-0062 下瓦屋221-
1 ☎460-2020 Fax460-2670）
へ
※教育訓練給付制度厚生労働大
臣指定講座となっています。
　応募人数が少ない場合は、中
止になる可能性もありますので
ご了承ください。
　募集要項および申込ハガキは、
高齢介護課にもあります。
　駐車場はありませんので、公
共交通機関をご利用ください。

平成27年度大阪府緑化樹配付
緑化樹を

無償でお配りしています
来年2〜3月頃に、緑化樹を配

付します。配付本数には限りがあ
り、お渡しできないことや樹種・
本数を変更することがあります
ので、ご了承ください。
　配付された緑化樹の植付けや
管理は、申込をされたみなさんで
責任をもって実施してください。
配付は1ヵ所あたり高木10本以上
の申込が条件になります。
対象　協同で行う公共性・公開
性の高い場所での緑化や従業員
などが協同で行う民間施設（工
場含む）の緑化
樹種　高木（キンモクセイ、サザ
ンカ、ハナミズキなど）11種類
申込・問合先　8月21日㈮まで
に、所定の用紙に必要事項を記
入し道路公園課へ

税関では、引揚者からお預
かりした通貨・証券などを
お返ししています
お預かりしているもの
◦終戦後、外地から引き揚げて
きたときに、上陸地の税関や海運
局に預けられた通貨・証券など
◦外地の総領事館や日本人自治
会などに預けられた通貨・証券な
どのうち、日本に返還されたもの
問合先　心当たりのある人は月
〜金曜日（祝・休日除く）午前8
時30分〜午後5時に大阪税関監
視部取締総括部門（☎06-6576-
3115 e-mail：osaka-koho@
customs.go.jp）へ
※手続きなど詳しくはホームペー
ジ（http://www.customs.go.
jp/osaka/）をご覧ください。
　返還請求は家族でもできます。

地域雇用創造バンク
登録者を募集します

　市内事業所などへの就労を希
望する未就労の人に対して、就
労につなげるために必要なスキ
ルなどを養う研修を行ない、市
内事業者などに、適した人材を
紹介し、トライアル雇用する「地
域雇用創造バンク」事業を実施
します。
募集期間　8月中旬〜9月中旬
募集予定人数　100人
研修期間　9月下旬〜12月下旬
登録・問合先　楽天市場事業 地
域活性グループ（鷲田 ☎050-58
17-2145 e-mail：ec-area-sup
port@mail.rakuten.com）
※研修終了後は、バンクに登録
している市内事業者などとの調
整により決定しますので、トラ
イアル雇用につながらない場合
があります、ご注意ください。

平成27年度　
就学義務猶予免除者等の

中学校卒業程度認定試験
願書受付期間　8月24日㈪〜 9月
11日㈮（消印有効）
試験日　10月28日㈬
試験会場　大阪府立労働センター

（エル・おおさか）6階601号室（大
阪市中央区北浜東3-14）
試験科目　国語、社会、数学、理科、
外国語（英語）
申込・問合先　学校教育課
※願書はホームページ（http://
kanpou.npb.go.jp/）からダウ
ンロードもできます。
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合同就職面接会
日時　8月21日㈮
　　　午前11時〜午後3時
場所　エブノ泉の森 レセプショ
ンホール
対象　18歳〜39歳
参加企業　泉佐野市内をはじめ
大阪府内などの事業所（10社出
展予定）
内容
◦合同就職面接会
◦個別就職相談コーナー
◦面接のポイント講座
主催　泉佐野市
問合先　ヒューマンアカデミー
株式会社（☎・Fax 06-6363-8
335 e-mail：h-ashida@athum
an.com）
※申込不要、参加無料

第17回雇用労働講座
中小企業労働環境向上講座
日時　9月2日㈬
　　　午後1時15分〜4時40分
場所　貝塚市民福祉センター

        （貝塚市畠中1丁目10-1）
内容・講師
◦「職場におけるメンタルヘル
ス対策」三柴丈典さん（近畿大
学法学部教授）
◦「非正規労働者の労働契約を
めぐるトラブル防止」永田貴久
さん（弁護士）
定員　70人（先着順）
主催　泉南地域労働行政機関運営
委員会
申込・問合先　まちの活性課
（☎469-3131 Fax463-1827）
※受講無料。詳しくはホームペー
ジ（http://www.city.izumisan
o.lg.jp/kakuka/seikatsu/sh
oko/）をご覧ください。労働相
談・情報コーナーもあり

無料経営相談
中小企業総合支援制度

【経営相談】
　業種を問わず、中小企業者のあ
らゆる悩みの解決にむけてお手伝
いをします。相談無料、何度でも
利用できます。
※今年度から相談機関が「大阪
府よろず支援拠点」になり、相
談日時、場所が変更になります。
開催日　9月1日㈫・15日㈫・29
日㈫、10月6日㈫・20日㈫、11
月4日㈬・10日㈫・17日㈫、12
月1日㈫・8日㈫・15日㈫・22日㈫、
来年1月6日㈬・12日㈫・19日㈫・
26日㈫、2月2日㈫・16日㈫、3
月1日㈫・15日㈫・29日㈫
時間
◦午前10時〜10時50分
◦午前11時〜11時50分
◦午後1時〜1時50分
◦午後2時〜2時50分
◦午後3時〜3時50分
◦午後4時〜4時50分
場所　市役所 1階相談室
申込　原則として希望する相談日
の前日までに、まちの活性課へ

【中小企業総合支援制度】
　中小企業者の経営基盤の安定を
総合的に支援するため、「中小企
業総合支援制度」を行っています。
■中小企業総合支援補助金の内容
※一事業所につき一種類のみ
◦中小企業振興資金利子補給金
　事業資金の返済利子の一部を
補給します。
・対象限度額…1,000万円
・補給利率…融資利率の1/2（上
限5万円）
◦中小企業振興資金保証料補助金
　融資を受ける時に支払う信用

保証料の一部を補助します。
・補助額…支払った保証料の1/2
（上限10万円）
◦中小企業退職金共済加入促進
補助金　
　中小企業退職金共済制度に加
入している事業所に対して、国
の補助に加えてその掛金の一部
を補助します。
・補助率…10％
・補助対象掛金金額…掛金5,000
円/月を限度とする。（5,000円
を超える場合は5,000円になり
ます）
■手続きのながれ
①まちの活性課に経営相談を申
し込みます。（日時、申込先につ
いては上記参照）
②経営相談では相談者の経営状
況やニーズを踏まえて、国・府・
市などが実施する各種支援施策
の中から最も適した支援施策を
提案します。
③市が実施する「中小企業総合
支援補助金」を利用する場合は、
必要書類をそろえて翌年2月1日
〜 2月末日にまちの活性課に申
請します。
※手続きは毎年必要になります
ので、昨年度申請した事業者も
忘れずに経営相談を受け、申請
してください。
■対象事業者
◦市内に居住し、かつ市内で事
業を営んでいる中小企業者。法
人の場合は、市内に本社所在地
を有している中小企業者。
◦市税を滞納していないこと。

いずれも
問合先　まちの活性課（☎469-
3131）

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM 総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広
　告
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　6月分 約3,322ｔ（前年同月比 －0.64％）

泉佐野市の人のうごき
6月末日現在（前月比）

○ 市内人口　101,243人（－23人）
○ 男　　　　  48,910人（+22人）
○ 女　　　　  52,333人（－45人）
○ 世帯数　　  44,993世帯（+31世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

◦掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
◦広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

蟻通神社国登録有形文化財登録記念事業
ありとほし薪能　

　お能の演目「蟻通」に縁の地 蟻通神社で、本格
的な能を鑑賞してみませんか。公演前には能につい
てのわかりやすい説明もあ
ります。
演目　謡曲「蟻通」、能「鞍
馬天狗」（間に狂言はさむ）
など
日時　9月20日㈰ 午後5時
30分〜 7時30分

（開場：午後4時30分）
※午後5時から巫女神楽奉納な
どの催し物があります。
場所　蟻通神社 舞殿（長滝
814番地）　※荒天の場合は長南小学校体育館
入場料
◦前売指定席券（100席・先着順）…3,000円
◦前売自由席券…2,000円（高校生・大学生1,000円、
中学生以下無料）
◦当日自由席券…2,500円（高校生・大学生1,500円、
中学生以下無料）
主催　ありとほし薪能実行委員会
後援　泉佐野市、泉佐野市教育委員会、泉佐野市観
光協会、泉佐野商工会議所、泉佐野商業連合会
協賛　泉佐野ロータリークラブ、りんくう泉佐野
ロータリークラブ、国際ソロプチミスト大阪りんく
う、公益社団法人泉佐野青年会議所、関西国際空港
ロータリークラブ　　　
問合先　蟻通神社社務所（木戸 ☎090-2103-5395）

市長と語る新成人のつどい
　20歳になった思い出に、自分が住んでいる泉佐野市の市政について提
案や質問など、市長と語り合ってみませんか。
日時　11月5日㈭ 午後7時〜　　　場所　市役所4階 庁議室
対象　市内在住の2016年成人式対象者（平成7年4月2日〜平成8年4月1
日生まれ）
定員　10人（申込多数の場合は抽選）

申込・問合先　8月31日㈪（必着）までにハガキまたはeメール（seinen@
city.izumisano.lg.jp）に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号、
出身中学校、参加動機（簡単に）を記入し、〠598-0001 泉佐野市上瓦
屋610-3 泉佐野市教育委員会 青少年課「市長と語る新成人のつどい」
係（☎469-1106 Fax469-0917）へ

2016年 泉佐野市成人式
日時　来年1月11日㈷ 午前10時〜

（受付：午前9時15分〜）
場所　エブノ泉の森 大ホール
※当日は、12月初旬に送付する案
内ハガキを受付に提出してください。

ゆるキャラグランプリ2015投票開始！
～イヌナキンへの投票をお願いします～

　泉佐野市のイメージキャラクター「イヌナキン」が、ゆるキャラグランプリにエントリー
しました。みなさんの応援のおかげで2013年は総合201位、2014年は総合95位と着実
に順位を上げていますが、今年は29位をめざして「一生犬鳴！（いっしょうけんめい）」
頑張りますので、イヌナキンへの毎日の投票をお願いします。
　投票に関しては、市のホームページまたは次のアドレスから確認してください。
http://www.yurugp.jp/vote/
投票期間　8月17日㈪ 午前10時〜11月16日㈪ 午後6時
問合先　まちの活性課（☎469-3131）　

第40回 泉佐野郷土芸能の集い
　ノスタルジックな伝統文
化のステージであるやぐら
を囲み、佐野くどきをはじめ
とする泉州地域に伝わる郷
土芸能を次々に披露してい
きます！見るも良し、踊る
も良しの大盆踊り大会です。

また、各種団体による模擬店の出店も予定しています。
　郷土の芸能に触れ、夏の楽しいひとときを過ごしてみ
ませんか？ご来場をお待ちしています。
日時　8月29日㈯ 午後4時30分〜10時（予定）
※雨天の場合は8月30日㈰に順延
場所　りんくう中央公園グラウンド
内容（予定）府立佐野高校吹奏楽部による演奏、チア
ダンス、バトン演技、よさこい鳴子踊り、泉州長持唄・
五社音頭・佐野くどき

問合先　泉佐野市観光協会
　　　 （まちの活性課内 ☎469-3131）

～協賛企業を募ります～
　「泉佐野郷土芸能の集い」は、郷土に古くから伝わ
る伝統芸能を、次世代へと継承するのみならず、その
復活を目指し、市民のみなさんはもとより、さまざま
な団体のご協力により開催しています。
　この趣旨に賛同していただける企業を募集します。
協賛企業には、当日のプログラムおよび「お花掲示板」
へ掲載させていただき、会場の協賛企業PRブースに企
業広告物（公序良俗に反する内容の物は不可）などを
設置します。
申込　8月21日㈮までに泉佐野市観光協会へ


